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arp
AddressResolution Protocol（ARP）テーブルの内容を表示するには、ブートローダモードで arp
コマンドを使用します。

arp [ip_address ]

構文の説明 （任意）ARPテーブルまたは特定の IPアドレスのマッピングを表示します。ip_address

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません。

コマンドモード ブートローダ

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOSXE 3.3SECisco IOSXE 3.3SE

使用上のガイドライン ARPテーブルには、IPアドレスとMACアドレスのマッピングが示されます。

例 次に、ARPテーブルを表示する例を示します。

Device: arp 172.20.136.8
arp'ing 172.20.136.8...
172.20.136.8 is at 00:1b:78:d1:25:ae, via port 0
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boot
実行可能イメージをロードおよびブートして、コマンドラインインターフェイス（CLI）を表
示するには、ブートローダモードで bootコマンドを使用します。

boot [-post | -n | -p | flag] filesystem:/file-url...

構文の説明 （任意）拡張および総合POSTによってロードされたイメージを実行します。
このキーワードを使用すると、POSTの完了に要する時間が長くなります。

-post

（任意）起動後すぐに、Cisco IOSデバッガが休止します。-n

（任意）イメージのロード後すぐに、JTAGデバッガが休止します。-p

ファイルシステムのエイリアス。システムボードフラッシュデバイスには

flash:を使用します。USBメモリスティックには usbflash0:を使用します。
filesystem:

ブート可能なイメージのパス（ディレクトリ）および名前。各イメージ名は

セミコロンで区切ります。

/file-url

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません。

コマンドモード ブートローダ

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOSXE 3.3SECisco IOSXE 3.3SE

使用上のガイドライン 引数を何も指定しないで bootコマンドを入力した場合、deviceは、BOOT環境変数が設定され
ていればその中の情報を使用して、システムを自動的にブートしようとします。

file-url変数にイメージ名を指定した場合、bootコマンドは指定されたイメージをブートしよう
とします。

ブートローダ bootコマンドのオプションを設定した場合は、このコマンドがただちに実行さ
れ、現在のブートローダセッションだけに適用されます。

これらの設定が保存されて次回のブート処理に使用されることはありません。

ファイル名およびディレクトリ名は、大文字と小文字を区別します。

例

次の例では、new-image.binイメージを使用してdeviceをブートする方法を示します。

Device: set BOOT flash:/new-images/new-image.bin
Device: boot
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このコマンドを入力すると、セットアッププログラムを開始するように求められま

す。
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cat
1つ以上のファイルの内容を表示するには、ブートローダモードで catコマンドを使用しま
す。

cat filesystem:/file-url...

構文の説明 ファイルシステムを指定します。filesystem:

表示するファイルのパス（ディレクトリ）と名前を指定します。ファイル名はス

ペースで区切ります。

/file-url

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません。

コマンドモード ブートローダ

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOSXE 3.3SECisco IOSXE 3.3SE

使用上のガイドライン ファイル名およびディレクトリ名は、大文字と小文字を区別します。

ファイルのリストを指定した場合は、各ファイルの内容が順に表示されます。

例 次の例では、イメージファイルの内容を表示する方法を示します。

Device: cat flash:image_file_name
version_suffix: universal-122-xx.SEx
version_directory: image_file_name
image_system_type_id: 0x00000002
image_name: image_file_name.bin
ios_image_file_size: 8919552
total_image_file_size: 11592192
image_feature: IP|LAYER_3|PLUS|MIN_DRAM_MEG=128
image_family: family
stacking_number: 1.34
board_ids: 0x00000068 0x00000069 0x0000006a 0x0000006b
info_end:
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clear location
特定の電波による個体識別（RFID）タグまたはデータベース全体のすべてのRFIDタグ情報を
クリアするには、EXECモードで clear locationコマンドを使用します。

clear location [mac-address mac-address | rfid]

構文の説明 特定の RFIDタグのMACアドレス。mac-address mac-address

データベース上のすべてのRFIDタグを指定します。rfid

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません。

コマンドモード ユーザ EXEC

特権 EXEC

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOSXE 3.3SECisco IOSXE 3.3SE

次に、データベースからすべての RFIDタグ情報をクリアする例を示します。

Device> clear location rfid
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clear location statistics
電波による個体識別（RFID）の統計情報をクリアするには、clear location statisticsコマンドを
使用します。

clear location statistics

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません。

コマンドモード ユーザ EXEC

特権 EXEC

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOSXE 3.3SECisco IOSXE 3.3SE

次に、clear location rfidコマンドの出力例と、RFID統計情報をクリアする例を示しま
す。

Device> clear location statistics
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copy
ファイルをコピー元からコピー先にコピーするには、ブートローダモードで copyコマンドを
使用します。

copy filesystem:/source-file-url filesystem:/destination-file-url

構文の説明 ファイルシステムのエイリアス。USBメモリスティックの場合は、
usbflash0:を使用します。

filesystem:

コピー元のパス（ディレクトリ）およびファイル名です。/source-file-url

コピー先のパス（ディレクトリ）およびファイル名です。/destination-file-url

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません。

コマンドモード ブートローダ

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOSXE 3.3SECisco IOSXE 3.3SE

使用上のガイドライン ファイル名およびディレクトリ名は、大文字と小文字を区別します。

スラッシュ（/）間に指定できるディレクトリ名は最大 127文字です。ディレクトリ名には制
御文字、スペース、削除文字、スラッシュ、引用符、セミコロン、コロンは使用できません。

指定できるファイル名は最大127文字です。ファイル名には制御文字、スペース、削除文字、
スラッシュ、引用符、セミコロン、コロンは使用できません。

ファイルを別のディレクトリにコピーする場合は、そのディレクトリが存在していなければな

りません。

例 次の例では、ルートにあるファイルをコピーする方法を示します。

Device: copy usbflash0:test1.text usbflash0:test4.text
File "usbflash0:test1.text" successfully copied to "usbflash0:test4.text"

ファイルがコピーされたかどうかを確認するには、dir filesystem:ブートローダコマン
ドを入力します。
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copy startup-config tftp:
スイッチから TFTPサーバに設定をコピーするには、特権 EXECモードで copy startup-config
tftp:コマンドを使用します。

copy startup-config tftp: remote host {ip-address}/{name}

構文の説明 リモートホストのホスト名または IPアドレス。remote host {ip-address}/{name}

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません。

コマンドモード 特権 EXEC

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOSXEリリース 16.1

使用上のガイドライン スイッチから現在の設定をコピーするには、copy startup-config tftp:コマンドを実行し、続く
指示に従います。設定が TFTPサーバにコピーされます。

次に、別のスイッチへログインし、copy tftp: startup-configコマンドを実行して、続く指示に
従います。これで、設定は別のスイッチにコピーされます。

例 次に、TFTPサーバに設定をコピーする例を示します。

Device: copy startup-config tftp:
Address or name of remote host []?
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copy tftp: startup-config
TFTPサーバから新しいスイッチに設定をコピーするには、新しいスイッチ上で、特権 EXEC
モードで copy tftp: startup-configコマンドを使用します。

copy tftp: startup-config remote host {ip-address}/{name}

構文の説明 リモートホストのホスト名または IPアドレス。remote host {ip-address}/{name}

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません。

コマンドモード 特権 EXEC

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOSXEリリース 16.1

使用上のガイドライン 設定をコピーした後、その設定を保存するには、write memoryコマンドを使用し、その後ス
イッチをリロードするか、または copy startup-config running-configコマンドを実行します。

例 次に、TFTPサーバからスイッチに設定をコピーする例を示します。

Device: copy tftp: startup-config
Address or name of remote host []?

システム管理コマンド

12

システム管理コマンド

copy tftp: startup-config



debug voice diagnostics mac-address
音声クライアントの音声診断のデバッグを有効にするには、特権 EXECモードで debug voice
diagnostics mac-addressコマンドを使用します。デバッグを無効にするには、このコマンドの
no形式を使用します。

debug voice diagnostics mac-address mac-address1 verbose mac-address mac-address2 verbose
nodebug voice diagnostics mac-address mac-address1 verbose mac-address mac-address2 verbose

構文の説明 音声クライアントの音声のデバッグを設定します。voice diagnostics

音声クライアントのMACアドレスを指定します。mac-address mac-address1 mac-address
mac-address2

音声診断の冗長モードを有効にします。verbose

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません。

コマンドモード 特権 EXEC

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOSXE 3.3SECisco IOSXE 3.3SE

以下は、debug voice diagnostics mac-addressコマンドの出力例で、MACアドレスが
00:1f:ca:cf:b6:60である音声クライアントの音声診断のデバッグを有効にする手順を示
しています。

Device# debug voice diagnostics mac-address 00:1f:ca:cf:b6:60

システム管理コマンド

13

システム管理コマンド

debug voice diagnostics mac-address



delete
指定されたファイルシステムから1つ以上のファイルを削除するには、ブートローダモードで
deleteコマンドを使用します。

delete filesystem:/file-url...

構文の説明 ファイルシステムのエイリアス。USBメモリスティックの場合は、usbflash0:を
使用します。

filesystem:

削除するファイルのパス（ディレクトリ）および名前です。ファイル名はスペース

で区切ります。

/file-url...

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません。

コマンドモード ブートローダ

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOSXE 3.3SECisco IOSXE 3.3SE

使用上のガイドライン ファイル名およびディレクトリ名は、大文字と小文字を区別します。

各ファイルを削除する前に確認を求めるプロンプトがdeviceによって表示されます。

例 次の例では、2つのファイルを削除します。

Device: delete usbflash0:test2.text usbflash0:test5.text
Are you sure you want to delete "usbflash0:test2.text" (y/n)?y
File "usbflash0:test2.text" deleted
Are you sure you want to delete "usbflash0:test5.text" (y/n)?y
File "usbflash0:test2.text" deleted

ファイルが削除されたことを確認するには、dir usbflash0:ブートローダコマンドを入
力します。
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dir
指定されたファイルシステムのファイルおよびディレクトリのリストを表示するには、ブート

ローダモードで dirコマンドを使用します。

dir filesystem:/file-url

構文の説明 ファイルシステムのエイリアス。システムボードフラッシュデバイスには flash:
を使用します。USBメモリスティックには usbflash0:を使用します。

filesystem:

（任意）表示するコンテンツが格納されているパス（ディレクトリ）およびディレ

クトリの名前です。ディレクトリ名はスペースで区切ります。

/file-url

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません。

コマンドモード ブートローダ

特権 EXEC

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOSXE 3.3SECisco IOSXE 3.3SE

使用上のガイドライン ディレクトリ名では、大文字と小文字が区別されます。

例 次の例では、フラッシュメモリ内のファイルを表示する方法を示します。

Device: dir flash:
Directory of flash:/

2 -rwx 561 Mar 01 2013 00:48:15 express_setup.debug
3 -rwx 2160256 Mar 01 2013 04:18:48 c2960x-dmon-mz-150-2r.EX
4 -rwx 1048 Mar 01 2013 00:01:39 multiple-fs
6 drwx 512 Mar 01 2013 23:11:42 c2960x-universalk9-mz.150-2.EX
645 drwx 512 Mar 01 2013 00:01:11 dc_profile_dir
647 -rwx 4316 Mar 01 2013 01:14:05 config.text
648 -rwx 5 Mar 01 2013 00:01:39 private-config.text

96453632 bytes available (25732096 bytes used)

表 1 : dirのフィールドの説明

説明フィール

ド

ファイルのインデックス番号2
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説明フィール

ド

ファイルのアクセス権（次のいずれか、またはすべて）

• d：ディレクトリ
• r：読み取り可能
• w：書き込み可能
• x：実行可能

-rwx

ファイルのサイズ1644045

最終変更日<date>

ファイル名env_vars
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emergency-install
システムで緊急インストールを実行するには、ブートローダモードで emergency-installコマン
ドを使用します。

emergency-install url://<url>

構文の説明 緊急インストールバンドルイメージが格納されているファイルのURLと名前です。<url>

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません。

コマンドモード ブートローダ

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOSXE 3.3SECisco IOSXE 3.3SE

使用上のガイドライン インストール操作時にブートフラッシュが消去されます。

例

次に、イメージファイルの内容を使用して緊急インストール操作を実行する例を示し

ます。

Device: emergency-install tftp:<url>
The bootflash will be erased during install operation, continue (y/n)?y
Starting emergency recovery (tftp:<url> ...
Reading full image into memory......................done
Nova Bundle Image
--------------------------------------
Kernel Address : 0x6042d5c8
Kernel Size : 0x317ccc/3243212
Initramfs Address : 0x60745294
Initramfs Size : 0xdc6774/14444404
Compression Format: .mzip

Bootable image at @ ram:0x6042d5c8
Bootable image segment 0 address range [0x81100000, 0x81b80000] is in range \
[0x80180000, 0x90000000].
@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@
File "sda9:c3850-recovery.bin" uncompressed and installed, entry point: 0x811060f0
Loading Linux kernel with entry point 0x811060f0 ...
Bootloader: Done loading app on core_mask: 0xf

### Launching Linux Kernel (flags = 0x5)

Initiating Emergency Installation of bundle \
tftp:<url>
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Downloading bundle tftp:<url>...

Validating bundle tftp:<url>...
Installing bundle tftp:<url>...
Verifying bundle tftp:<url>...
Package cat3k_caa-base.SPA.03.02.00SE.pkg is Digitally Signed
Package cat3k_caa-drivers.SPA.03.02.00.SE.pkg is Digitally Signed
Package cat3k_caa-infra.SPA.03.02.00SE.pkg is Digitally Signed
Package cat3k_caa-iosd-universalk9.SPA.150-1.EX.pkg is Digitally Signed
Package cat3k_caa-platform.SPA.03.02.00.SE.pkg is Digitally Signed
Package cat3k_caa-wcm.SPA.10.0.100.0.pkg is Digitally Signed
Preparing flash...
Syncing device...
Emergency Install successful... Rebooting
Restarting system.\ufffd

Booting...(use DDR clock 667 MHz)Initializing and Testing RAM \
+++@@@@####...++@@++@@++@@++@@++@@++@@++@@++@@done.
Memory Test Pass!

Base ethernet MAC Address: 20:37:06:ce:25:80
Initializing Flash...

flashfs[7]: 0 files, 1 directories
flashfs[7]: 0 orphaned files, 0 orphaned directories
flashfs[7]: Total bytes: 6784000
flashfs[7]: Bytes used: 1024
flashfs[7]: Bytes available: 6782976
flashfs[7]: flashfs fsck took 1 seconds....done Initializing Flash.

The system is not configured to boot automatically. The
following command will finish loading the operating system
software:

boot
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exit
以前のモードに戻るか、CLI EXECモードを終了するには、exitコマンドを使用します。

exit

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません。

コマンドモード 特権 EXEC

グローバルコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOSXE 3.3SECisco IOSXE 3.3SE

次に、コンフィギュレーションモードを終了する例を示します。

Device(config)# exit
Device#
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factory-reset
出荷時以降にデバイスに追加されたすべてのお客様固有のデータを削除するには、特権EXEC
モードで factory-resetコマンドを使用します。

factory-reset {all|config|boot-vars}

構文の説明 設定データ、クラッシュ情報、ログファイル、ブート変数、コアファイル、現在の

ブートイメージを含む IOSイメージなどのすべてのデータをデバイスから削除しま
す。

all

ユーザデータ、スタートアップ、実行コンフィギュレーションなどのすべての設定

データを削除します。

config

ブート変数をリセットします。boot-vars

コマンドデフォルト このコマンドにはデフォルトはありません。

コマンドモード 特権 EXEC

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE 16.6.1

使用上のガイドライン factory-resetコマンドを使用するために必要なシステム設定はありません。すべてのオプショ
ンを有効にしてコマンドを使用してください。

factory-resetコマンドにより、IOSイメージ、ブート変数、設定データ、およびすべてのユー
ザデータが消去されます。設定、ログファイル、ブート変数、およびコアファイル形式のデー

タが対象です。

システムはリロードされ、初期設定にリセットされて、ROMMONモードで起動します。

factory resetコマンドを実行した後に、USBまたは TFTPを使用して ROMMONから IOSイ
メージをロードできます。

電源コードを抜いたり、初期設定へのリセットを中断したりしないでください。（注）

このコマンドは、次の 2つのシナリオで使用されます。

•デバイスの返品許可（RMA）：RMAのためにデバイスをシスコに返送する必要がある場
合は、そのデバイスの RMA証明書を取得する前に、お客様固有のデータをすべて削除し
てください。
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•侵害を受けたデバイスのリカバリ：デバイスに保存されているキーマテリアルまたはクレ
デンシャルが侵害を受けた場合は、デバイスを初期設定にリセットし、デバイスを再設定

してください。
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flash_init
flash:ファイルシステムを再初期化するには、ブートローダモードで flash_initコマンドを使用
します。

flash_init

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドデフォルト flash:ファイルシステムは、通常のシステム動作中に自動的に初期化されます。

コマンドモード ブートローダ

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOSXE 3.3SECisco IOSXE 3.3SE

使用上のガイドライン flash:ファイルシステムは、通常のブートプロセス中に自動的に初期化されます。

このコマンドは、flash:ファイルシステムを手動で初期化します。たとえば、パスワードを忘
れた場合には、回復手順中にこのコマンドを使用します。
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help
利用可能なコマンドを表示するには、ブートローダモードで helpコマンドを使用します。

help

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません。

コマンドモード ブートローダ

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOSXE 3.3SECisco IOSXE 3.3SE

例

次に、利用可能なブートローダコマンドのリストを表示する例を示します。

Device:help
? -- Present list of available commands
arp -- Show arp table or arp-resolve an address
boot -- Load and boot an executable image
cat -- Concatenate (type) file(s)
copy -- Copy a file
delete -- Delete file(s)
dir -- List files in directories
emergency-install -- Initiate Disaster Recovery
...
...
...
unset -- Unset one or more environment variables
version -- Display boot loader version
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install
ソフトウェアメンテナンスアップグレード（SMU）パッケージをインストールするには、特
権 EXECモードで install コマンドを使用します。

install {abort | activate | file {bootflash: | flash: | harddisk: | webui:} [{auto-abort-timer timer
timer prompt-level {all | none}}] | add file {bootflash: | flash: | ftp: | harddisk: | http: | https: |
pram: | rcp: | scp: | tftp: | webui:} [{activate [{auto-abort-timer timerprompt-level {all |
none}commit}]}] | commit | auto-abort-timer stop | deactivate file {bootflash: | flash: | harddisk:
| webui:} | label id{description description | label-name name} | remove {file {bootflash: | flash:
| harddisk: | webui:} | inactive } | rollback to {base | committed | id {install-ID } | label
{label-name}}}

構文の説明 現在のインストール操作を中止します。abort

install add コマンドを通じて SMUが追加さ
れているかどうかを検証します。

このキーワードは、互換性チェックを実行

し、パッケージステータスを更新します。

パッケージを再起動できる場合はポストイン

ストールスクリプトをトリガーして必要な

プロセスを再起動するか、または再起動でき

ないパッケージの場合はリロードをトリガー

します。

activate

アクティブにするパッケージを指定します。file

インストールしたパッケージのロケーション

を指定します。

{bootflash: | flash: | harddisk: | webui:}

（任意）自動アボートタイマーをインストー

ルします。

auto-abort-timer timer

（任意）インストールアクティビティにつ

いてのプロンプトをユーザに表示します。

たとえば、activateキーワードはリロードが
必要なパッケージに対してリロードを自動的

にトリガーします。パッケージをアクティブ

にする前に、続行するかどうかについてユー

ザに確認するプロンプトが表示されます。

allキーワードを使用するとプロンプトをイ
ネーブルにすることができます。noneキー
ワードはプロンプトをディセーブルにしま

す。

prompt-level {all | none}
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リモートのロケーションから（FTP、TFTP
経由で）デバイスにファイルをコピーし、プ

ラットフォームとイメージバージョンにソ

フトウェアメンテナンスアップグレード

（SMU）を実行します。

このキーワードは、指定したパッケージがプ

ラットフォームで必ずサポートされるように

基本の互換性チェックを実行します。また、

パッケージファイル内にエントリを追加す

ることで、ステータスを監視し、維持できる

ようにします。

add

追加するパッケージを指定します。{ bootflash: | flash: |ftp: |harddisk: |http: |https: |
pram: |rcp: | scp: | tftp: |webui:}

リロード後も SMUの変更が持続されるよう
にします。

パッケージをアクティブにした後、システム

がアップ状態にある間、または最初のリロー

ド後にコミットを実行できます。パッケージ

がアクティブになっていてもコミットされて

いない場合は、最初のリロード後はアクティ

ブの状態を保ちますが、2回目のリロード後
はアクティブ状態を保ちません。

commit

自動アボートタイマーを停止します。auto-abort-timer stop

インストールしたパッケージを非アクティブ

にします。

また、パッケージを非アクティブにすると、

パッケージステータスが更新され、プロセ

スが再起動またはリロードされます。

deactivate

ラベルを付けるインストールポイントの ID
を指定します。

label id

指定したインストールポイントに説明を追

加します。

description

指定したインストールポイントに説明を追

加します。

label-name name
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インストールしたパッケージを削除します。

パッケージファイルがファイルシステムか

ら削除されます。removeキーワードは、現
在非アクティブ状態のパッケージでのみ使用

できます。

remove

非アクティブ状態のパケージをデバイスから

削除します。

inactive

データモデルインターフェイス（DMI）パッ
ケージ（DMP）SMUをベースバージョン、
最後にコミットされたバージョン、または既

知のコミット IDにロールバックします。

rollback

ベースイメージに戻します。to base

最後のコミット操作が実行されたときのイン

ストール状態に戻します。

committed

特定のインストールポイント IDに戻しま
す。有効な値は、1～ 4294967295です。

id install-ID

コマンドデフォルト パッケージはインストールされません。

コマンドモード 特権 EXEC（#）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Everest 16.6.1

使用上のガイドライン SMUは、システムにインストールしてパッチ修正やセキュリティ解決をリリースされたイメー
ジに提供ができるパッケージです。このパッケージには、パッケージの内容を記述するいくつ

かのメタデータとともに、リリースにパッチを適用するための最小限の一連のファイルが含ま

れています。

パッケージは、SMUをアクティブにする前に追加する必要があります。

パッケージは、ブートフラッシュから削除する前に非アクティブにする必要があります。削除

したパッケージは、もう一度追加する必要があります。

例

次に、インストールパッケージをデバイスに追加する例を示します。

Device# install add file tftp://172.16.0.1//tftpboot/folder1/cat3k-
universalk9.2017-01-10_13.15.1.CSCxxxxxxx.SSA.dmp.bin

install_add: START Sun Feb 26 05:57:04 UTC 2017
Downloading file tftp://172.16.0.1//tftpboot/folder1/cat3k-universalk9.2017-01-10_13.15.1.
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CSCvb12345.SSA.dmp.bin
Finished downloading file
tftp://172.16.0.1//tftpboot/folder1/cat3k-universalk9.2017-01-10_13.15.1.
CSCxxxxxxx.SSA.dmp.bin to
bootflash:cat3k-universalk9.2017-01-10_13.15.1.CSCxxxxxxx.SSA.dmp.bin
SUCCESS: install_add /bootflash/cat3k-universalk9.2017-01-10_13.15.1.CSCxxxxxxx.SSA.dmp.bin

Sun Feb 26 05:57:22 UTC 2017

次に、インストールパッケージをアクティブにする例を示します。

Device# install activate file bootflash:cat3k-universalk9.2017-01-10_13.15.1.
CSCxxxxxxx.SSA.dmp.bin

install_activate: START Sun Feb 26 05:58:41 UTC 2017
DMP package.
Netconf processes stopped
SUCCESS: install_activate
/bootflash/cat3k-universalk9.2017-01-10_13.15.1.CSCxxxxxxx.SSA.dmp.bin
Sun Feb 26 05:58:58 UTC 2017
*Feb 26 05:58:47.655: %DMI-4-CONTROL_SOCKET_CLOSED: SIP0: nesd:
Confd control socket closed Lost connection to ConfD (45): EOF on socket to ConfD.
*Feb 26 05:58:47.661: %DMI-4-SUB_READ_FAIL: SIP0: vtyserverutild:
Confd subscription socket read failed Lost connection to ConfD (45):
EOF on socket to ConfD.
*Feb 26 05:58:47.667: %DMI-4-CONTROL_SOCKET_CLOSED: SIP0: syncfd:
Confd control socket closed Lost connection to ConfD (45): EOF on socket to ConfD.
*Feb 26 05:59:43.269: %DMI-5-SYNC_START: SIP0: syncfd:
External change to running configuration detected.
The running configuration will be synchronized to the NETCONF running data store.
*Feb 26 05:59:44.624: %DMI-5-SYNC_COMPLETE: SIP0: syncfd:
The running configuration has been synchronized to the NETCONF running data store.

次に、インストールしたパッケージをコミットする例を示します。

Device# install commit

install_commit: START Sun Feb 26 06:46:48 UTC 2017
SUCCESS: install_commit Sun Feb 26 06:46:52 UTC 2017

次に、ベース SMUパッケージにロールバックする例を示します。
Device# install rollback to base

install_rollback: START Sun Feb 26 06:50:29 UTC 2017
7 install_rollback: Restarting impacted processes to take effect
7 install_rollback: restarting confd

*Feb 26 06:50:34.957: %DMI-4-CONTROL_SOCKET_CLOSED: SIP0: syncfd:
Confd control socket closed Lost connection to ConfD (45): EOF on socket to ConfD.
*Feb 26 06:50:34.962: %DMI-4-CONTROL_SOCKET_CLOSED: SIP0: nesd:
Confd control socket closed Lost connection to ConfD (45): EOF on socket to ConfD.
*Feb 26 06:50:34.963: %DMI-4-SUB_READ_FAIL: SIP0: vtyserverutild:
Confd subscription socket read failed Lost connection to ConfD (45):
EOF on socket to ConfD.Netconf processes stopped
7 install_rollback: DMP activate complete
SUCCESS: install_rollback Sun Feb 26 06:50:41 UTC 2017
*Feb 26 06:51:28.901: %DMI-5-SYNC_START: SIP0: syncfd:
External change to running configuration detected.
The running configuration will be synchronized to the NETCONF running data store.
*Feb 26 06:51:30.339: %DMI-5-SYNC_COMPLETE: SIP0: syncfd:
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The running configuration has been synchronized to the NETCONF running data store.

関連コマンド 説明コマンド

インストールパッケージに関する情報

を表示します。

show install
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l2 traceroute
レイヤ 2トレースルートサーバを有効にするには、グローバルコンフィギュレーションモー
ドで l2 tracerouteコマンドを使用します。レイヤ 2トレースルートサーバを無効にするには、
このコマンドの no形式を使用します。

l2 traceroute
no l2 traceroute

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドモード グローバルコンフィギュレーション（config#）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが追加されました。Cisco IOS XE 3.3SE

使用上のガイドライン レイヤ 2トレースルートはデフォルトでは有効になっており、ユーザデータグラムプロトコ
ル（UDP）ポート 2228でリスニングソケットが開きます。UDPポート 2228を閉じてレイヤ 2
トレースルートを無効にするには、グローバルコンフィギュレーションモードでnol2traceroute
コマンドを使用します。

次に、l2 tracerouteコマンドを使用してレイヤ 2トレースルートを設定する例を示し
ます。

Device# configure terminal
Device(config)# l2 traceroute
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license boot level
デバイスで新しいソフトウェアライセンスを起動するには、グローバルコンフィギュレーショ

ンモードで license boot levelコマンドを使用します。すべてのソフトウェアライセンスをデバ
イスから削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

license boot level base-license-level addon addon-license-level
no license boot level

構文の説明 スイッチの起動レベル。例： ipservice

使用可能な基本ライセンスは次のとおりです。

• LANベース

• IP Base

• IPサービス

base-license-level

3年、5年、または 7年の固定期間で登録できる追加ライセンス。

使用可能なアドオンライセンスは次のとおりです。

• Digital Networking Architecture（DNA）Essentials

• DNA Advantage（DNA Essentialsを含む）

addon-license-level

コマンドデフォルト 設定されたイメージでスイッチが起動します。

コマンドモード グローバルコンフィギュレーション（config）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Fuji 16.9.1

使用上のガイドライン license boot levelコマンドは次の目的に使用します。

•ライセンスのダウングレードとアップグレード

•評価ライセンスと拡張ライセンスの有効化と無効化

•アップグレードライセンスのクリア

このコマンドは、特定のモジュールのライセンスインフラストラクチャで保持されているライ

センス階層ではなく、設定されたライセンスレベルで起動するようにライセンスインフラスト

ラクチャを設定します。

•スイッチをリロードすると、ライセンスインフラストラクチャでスタートアップコンフィ
ギュレーションの設定にライセンスがあるかどうかが確認されます。設定にライセンスが
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ある場合、そのライセンスでスイッチが起動します。ライセンスがない場合、ライセンス

インフラストラクチャでイメージ階層に従ってライセンスが確認されます。

•強制ブート評価ライセンスが期限切れの場合、ライセンスインフラストラクチャで通常の
階層に従ってライセンスが確認されます。

•設定されたブートライセンスがすでに期限切れになっている場合、ライセンスインフラス
トラクチャで階層に従ってライセンスが確認されます。

例 次に、スイッチの次回リロード時に ipbaseライセンスを有効化する例を示します。

Device(config)# license boot level ipbase
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license smart conversion start
デバイスにインストールされている従来のライセンスをCiscoSmart SoftwareManager（CSSM）
にすべて移行するには、特権 EXECモードで license smart conversion startコマンドを使用し
ます。

license smart conversion start

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドデフォルト 特権 EXEC（#）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Fuji 16.9.1

使用上のガイドライン license smart conversion startコマンドを実行すると、デバイスの従来のライセンスが変換さ
れ、移行データがCSSMに送信されます。CSSMでライセンス資格が作成され、ユーザアカウ
ントに付与されます。

ライセンスの変換が完了するまでには 1時間以上かかります。（注）

例 次に、ライセンスの変換を開始する方法を示します。

Device# license smart conversion start

関連コマンド 説明コマンド

ライセンスの変換をキャンセルします。license smart conversion stop

ライセンスのコンプライアンスステータスを

表示します。

show license status

ライセンス使用情報を表示します。show license usage
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license smart conversion stop
ネットワーク障害が発生した場合にライセンスの変換をキャンセルするには、特権EXECモー
ドで license smart conversion stopコマンドを使用します。

license smart conversion stop

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドデフォルト 特権 EXEC（#）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Fuji 16.9.1

例

次に、ライセンスの変換を中止する例を示します。

Device# license smart conversion stop
Some Smart Licensing Conversion jobs stopped successfully.

関連コマンド 説明コマンド

ライセンスの変換を開始します。license smart conversion start

ライセンスのコンプライアンスステータスを

表示します。

show license status

ライセンス使用情報を表示します。show license usage
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license smart deregister
Cisco Smart Software Manager（CSSM）への deviceの登録をキャンセルするには、特権 EXEC
モードで license smart deregister コマンドを使用します。

license smart deregister

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドデフォルト 特権 EXEC（#）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Fuji 16.9.1

使用上のガイドライン license smart deregisterコマンドは次の目的に使用します。

•デバイスをインベントリから外すとき

•デバイスを再配置のために別の場所に出荷するとき

•デバイスを交換のために返品許可（RMA）プロセスを使用してシスコに返却するとき

例

次に、CSSMへの deviceの登録を解除する例を示します。
Device# license smart deregister
*Jun 25 00:20:13.291 PDT: %SMART_LIC-6-AGENT_DEREG_SUCCESS: Smart Agent for Licensing
De-registration with the Cisco Smart Software Manager or satellite was successful
*Jun 25 00:20:13.291 PDT: %SMART_LIC-5-EVAL_START: Entering evaluation period
*Jun 25 00:20:13.291 PDT: %SMART_LIC-6-EXPORT_CONTROLLED: Usage of export controlled
features is Not Allowed for udi PID:ISR4461/K9,SN:FDO2213A0GL

関連コマンド 説明コマンド

CSSMに deviceを登録します。license smart register idtoken

権限付与情報を表示します。show license all

ライセンスのコンプライアンスステータスを

表示します。

show license status

すべてのアクティブなライセンスの要約を表

示します。

show license summary

ライセンス使用情報を表示します。show license usage
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license smart register idtoken
Cisco Smart Software Manager（CSSM）からトークンが生成された deviceを登録するには、特
権 EXECモードで license smart register idtokenコマンドを使用します。

license smart register idtoken token_ID {force}

構文の説明 CSSMからトークンが生成されたデバイス。token_ID

デバイスが登録されているかどうかに関わら

ずデバイスを強制的に登録します。

force

コマンドモード 特権 EXEC（#）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Fuji 16.9.1

例

次に、CSSMに deviceを登録する例を示します。
Device# license smart register idtoken
$Tl4UytrNXBzbEs1ck8veUtWaG5abnZJOFdDa1FwbVRa%0AblRMbz0%3D%0A
Registration process is in progress. Use the 'show license status' command to check the
progress and result
Device#% Generating 2048 bit RSA keys, keys will be exportable...
[OK] (elapsed time was 0 seconds)

関連コマンド 説明コマンド

CSSMへのdeviceの登録をキャンセルします。license smart deregister

権限付与情報を表示します。show license all

ライセンスのコンプライアンスステータスを

表示します。

show license status

すべてのアクティブなライセンスの要約を表

示します。

show license summary

ライセンス使用情報を表示します。show license usage
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license smart renew
Cisco Smart Software Manager（CSSM）で deviceの IDまたは承認を手動で更新するには、特権
EXECモードで license smart renewコマンドを使用します。

license smart renew {auth | id}

構文の説明 承認を更新します。auth

IDを更新します。id

コマンドデフォルト 特権 EXEC（#）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Fuji 16.9.1

使用上のガイドライン 認証期間は、スマートライセンスシステムによって 30日ごとに更新されます。ライセンスが
「承認済み」または「コンプライアンス違反」の状態にある限り、認証期間が更新されます。

猶予期間は、認証期間が過ぎると開始されます。猶予期間中、またはライセンスが「期限切

れ」状態になると、システムは引き続き認証期間の更新を試行します。再試行に成功すると、

新しい認証期間が開始されます。

例

次に、deviceのライセンスを更新する例を示します。
Device# license smart renew auth

関連コマンド 説明コマンド

権限付与情報を表示します。show license all

ライセンスのコンプライアンスステータスを

表示します。

show license status

ライセンス使用情報を表示します。show license usage
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location
エンドポイントのロケーション情報を設定するには、グローバルコンフィギュレーションモー

ドで locationコマンドを使用します。ロケーション情報を削除するには、このコマンドの no
形式を使用します。

location {admin-tag string | civic-location identifier {hostid} | civic-location identifier {hostid} |
elin-location {string |identifier id} | geo-location identifier {hostid} | prefer{cdp weight
priority-value|lldp-med weight priority-value|static config weight priority-value}
no location {admin-tag string | civic-location identifier {hostid} | civic-location identifier {hostid}
| elin-location {string |identifier id} | geo-location identifier {hostid} | prefer{cdp weight
priority-value|lldp-med weight priority-value|static config weight priority-value}

構文の説明 管理タグまたはサイト情報を設定します。英数字形式のサ

イト情報またはロケーション情報。

admin-tagstring

都市ロケーション情報を設定します。civic-location

都市ロケーション、緊急ロケーション、地理的な場所の名

前を指定します。

identifier

ホストの都市ロケーションや地理空間的な場所を定義しま

す。

host

都市ロケーション、緊急ロケーション、地理的な場所の名

前。

LLDP-MEDスイッチ TLVでの都市ロケーション
の IDは 250バイト以下に制限されます。スイッ
チ設定中に使用できるバッファスペースに関す

るエラーメッセージを回避するには、各都市ロ

ケーション IDに指定されたすべての都市ロケー
ション情報の全体の長さが250バイトを超えない
ようにします。

（注）

id

緊急ロケーション情報 (ELIN)を設定します。elin-location

地理空間的なロケーション情報を設定します。geo-location

ロケーション情報のソースのプライオリティを設定しま

す。

prefer

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません。

コマンドモード グローバルコンフィギュレーション
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コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE
3.3SE

使用上のガイドライン location civic-location identifierグローバルコンフィギュレーションコマンドを入力後、都市
ロケーションコンフィギュレーションモードが開始されます。location geo-location identifier
グローバルコンフィギュレーションコマンドを入力後、ジオロケーションコンフィギュレー

ションモードが開始されます。

都市ロケーション IDは 250バイトを超えてはなりません。

ホスト IDはホストの都市ロケーションや地理空間的な場所を設定します。IDがホストではな
い場合、IDはインターフェイスで参照できる地理空間的なテンプレートまたは都市ロケーショ
ンだけを定義します。

hostキーワードは、デバイスの場所を定義します。identifierと hostキーワードを使用して設
定可能な都市ロケーションオプションは同じです。都市ロケーションコンフィギュレーション

モードで次の都市ロケーションオプションを指定できます。

• additional-code：追加都市ロケーションコードを設定します。
• additional-location-information：追加都市ロケーション情報を設定します。
• branch-road-name：ブランチのロード名を設定します。
• building：建物の情報を設定します。
• city：都市名を設定します。
• country：2文字の ISO 3166の国コードを設定します。
• county：郡名を設定します。
• default：コマンドをデフォルト値に設定します。
• division：市の地区の名前を設定します。
• exit：都市ロケーションコンフィギュレーションモードを終了します。
• floor：階数を設定します。
• landmark：目印となる建物の情報を設定します。
• leading-street-dir：町名番地に付与される方角を設定します。
• name：居住者名を設定します。
• neighborhood：ネイバーフッド情報を設定します。
• no：指定された都市ロケーションデータを拒否し、デフォルト値を設定します。
• number：町名番地を設定します。
• post-office-box：私書箱を設定します。
• postal-code：郵便番号を設定します。
• postal-community-name：郵便コミュニティ名を設定します。
• primary-road-name：主要道路の名前を設定します。
• road-section：道路の区間を設定します。
• room：部屋の情報を設定します。
• seat：座席の情報を設定します。
• state：州の名前を設定します。
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• street-group：町名番地のグループを設定します。
• street-name-postmodifier：町名番地の名前のポストモディファイアを設定します。
• street-name-premodifier：町名番地の名前のプレモディファイアを設定します。
• street-number-suffix：町名番地の番号のサフィックスを設定します。
• street-suffix：町名番地のサフィックスを設定します。
• sub-branch-road-name：支線からさらに分岐した道路名を設定します。
• trailing-street-suffix：後に続く町名番地のサフィクスを設定します。
• type-of-place：場所のタイプを設定します。
• unit：単位を設定します。

地理的ロケーションコンフィギュレーションモードで次の地理空間的なロケーション情報を

指定できます。

• altitude：高さの情報を階数、メートル、またはフィート単位で設定します。
• latitude：度、分、秒の緯度情報を設定します。範囲は -90～ 90度です。正の値は、赤道
より北側の位置を示します。

• longitude：度、分、秒の経度の情報を設定します。範囲は -180～180度です。正の値は、
グリニッジ子午線の東側の位置を示します。

• resolution：緯度と経度の分解能を設定します。分解能値を指定しない場合、10mのデフォ
ルト値が緯度と経度の分解能パラメータに適用されます。緯度と経度の場合、分解能の単

位はメートルで測定されます。分解能の値は小数単位でも指定できます。

• default：デフォルトの属性によって、地理的位置を設定します。
• exit：地理的ロケーションコンフィギュレーションモードを終了します。
• no：指定された地理的パラメータを拒否し、デフォルト値を設定します。

ロケーション TLVをディセーブルにするには、no lldp med-tlv-select location informationイ
ンターフェイスコンフィギュレーションコマンドを使用します。デフォルトでは、ロケーショ

ン TLVはイネーブルに設定されています。

次の例では、スイッチに都市ロケーション情報を設定する方法を示します。

Device(config)# location civic-location identifier 1
Device(config-civic)# number 3550
Device(config-civic)# primary-road-name “Cisco Way”
Device(config-civic)# city “San Jose”
Device(config-civic)# state CA
Device(config-civic)# building 19
Device(config-civic)# room C6
Device(config-civic)# county “Santa Clara”
Device(config-civic)# country US
Device(config-civic)# end

設定を確認するには、show location civic-location特権 EXECコマンドを入力します。

次の例では、スイッチ上で緊急ロケーション情報を設定する方法を示します。

Device(config)# location elin-location 14085553881 identifier 1

設定を確認するには、show location elin特権 EXECコマンドを入力します。
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次に、スイッチに、地理空間ロケーション情報を設定する例を示します。

Device(config)# location geo-location identifier host
Device(config-geo)# latitude 12.34
Device(config-geo)# longitude 37.23
Device(config-geo)# altitude 5 floor
Device(config-geo)# resolution 12.34

設定された地理空間的な場所の詳細を表示するには、show locationgeo-location identifier
コマンドを使用します。

システム管理コマンド

40

システム管理コマンド

location



location plm calibrating
調整クライアントのパス損失測定（CCXS60）要求を設定するには、グローバルコンフィギュ
レーションモードで location plm calibratingコマンドを使用します。

location plm calibrating {multiband | uniband}

構文の説明 関連付けられた 802.11aまたは 802.11b/g無線での調整クライアントのパス損失
測定要求を指定します。

multiband

関連付けられた 802.11a/b/g無線での調整クライアントのパス損失測定要求を指
定します。

uniband

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません。

コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOSXE 3.3SECisco IOSXE 3.3SE

使用上のガイドライン 単一の無線クライアントには、（無線がデュアルバンドで、2.4 GHzと 5 GHzの両方の帯域で
も動作できるとしても）unibandが役立ちます。複数の無線クライアントには、multibandが役
立ちます。

次に、関連付けられた 802.11a/b/g無線での調整クライアントのパス損失測定要求を設
定する例を示します。

Device# configure terminal
Device(config)# location plm calibrating uniband
Device(config)# end
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mac address-table move update
MACアドレステーブル移行更新機能を有効にするには、スイッチスタックまたはスタンドア
ロンスイッチのグローバルコンフィギュレーションモードで mac address-table move update
コマンドを使用します。デフォルト設定に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

mac address-table move update {receive | transmit}
no mac address-table move update {receive | transmit}

構文の説明 スイッチがMACアドレステーブル移行更新メッセージを処理するように指定し
ます。

receive

プライマリリンクがダウンし、スタンバイリンクが起動した場合、スイッチが

MACアドレステーブル移行更新メッセージをネットワークの他のスイッチに送信
するように指定します。

transmit

コマンドデフォルト デフォルトでは、MACアドレステーブル移行更新機能はディセーブルです。

コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

コマンド履歴

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOSXE 3.3SECisco IOSXE 3.3SE

使用上のガイドライン MACアドレステーブル移行更新機能により、プライマリ（フォワーディング）リンクがダウ
ンし、スタンバイリンクがトラフィックのフォワーディングを開始した場合、スイッチは高速

双方向コンバージェンスを提供できます。

プライマリリンクがダウンし、スタンバイリンクが起動した場合、アクセススイッチがMAC
アドレステーブル移行更新メッセージを送信するように設定できます。アップリンクスイッチ

が、MACアドレステーブル移行更新メッセージを受信および処理するように設定できます。

例

次の例では、アクセススイッチがMACアドレステーブル移行更新メッセージを送信
するように設定する方法を示します。

Device# configure terminal
Device(config)# mac address-table move update transmit
Device(config)# end

次の例では、アップリンクスイッチがMACアドレステーブル移行更新メッセージを
取得および処理するように設定する方法を示します。

Device# configure terminal
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Device(config)# mac address-table move update receive
Device(config)# end

設定を確認するには、show mac address-table move update特権 EXECコマンドを入力
します。
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mgmt_init
イーサネット管理ポートを初期化するには、ブートローダモードでmgmt_initコマンドを使用
します。

mgmt_init

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません。

コマンドモード ブートローダ

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOSXE 3.3SECisco IOSXE 3.3SE

使用上のガイドライン イーサネット管理ポートのデバッグ中にのみ、mgmt_initコマンドを使用します。

例 次の例では、イーサネット管理ポートを初期化する方法を示します。

Device: mgmt_init
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mkdir
指定されたファイルシステムに1つ以上のディレクトリを作成するには、ブートローダモード
で mkdirコマンドを使用します。

mkdir filesystem:/directory-url...

構文の説明 ファイルシステムのエイリアス。USBメモリスティックの場合は、usbflash0:
を使用します。

filesystem:

作成するディレクトリの名前です。ディレクトリ名はスペースで区切ります。/directory-url...

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません。

コマンドモード ブートローダ

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOSXE 3.3SECisco IOSXE 3.3SE

使用上のガイドライン ディレクトリ名では、大文字と小文字が区別されます。

スラッシュ（/）間に指定できるディレクトリ名は最大 127文字です。ディレクトリ名には制
御文字、スペース、削除文字、スラッシュ、引用符、セミコロン、コロンは使用できません。

例

次の例では、ディレクトリ Saved_Configsを作成する方法を示します。

Device: mkdir usbflash0:Saved_Configs
Directory "usbflash0:Saved_Configs" created
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more
1つ以上のファイルの内容を表示するには、ブートローダモードでmoreコマンドを使用しま
す。

more filesystem:/file-url...

構文の説明 ファイルシステムのエイリアス。システムボードフラッシュデバイスには flash:
を使用します。

filesystem:

表示するファイルのパス（ディレクトリ）および名前です。ファイル名はスペース

で区切ります。

/file-url...

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません。

コマンドモード ブートローダ

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOSXE 3.3SECisco IOSXE 3.3SE

使用上のガイドライン ファイル名およびディレクトリ名は、大文字と小文字を区別します。

ファイルのリストを指定した場合は、各ファイルの内容が順に表示されます。

例 次に、ファイルの内容を表示する例を示します。

Device: more flash:image_file_name
version_suffix: universal-122-xx.SEx
version_directory: image_file_name
image_system_type_id: 0x00000002
image_name: image_file_name.bin
ios_image_file_size: 8919552
total_image_file_size: 11592192
image_feature: IP|LAYER_3|PLUS|MIN_DRAM_MEG=128
image_family: family
stacking_number: 1.34
board_ids: 0x00000068 0x00000069 0x0000006a 0x0000006b
info_end:
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no debug all
スイッチのデバッグを無効にするには、特権 EXECモードで no debug allコマンドを使用しま
す。

no debug all

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません。

コマンドモード 特権 EXEC

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOSXEリリース 16.1

例 次に、スイッチでデバッグを無効にする例を示します。

Device: no debug all
All possible debugging has been turned off.
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rename
ファイルの名前を変更するには、ブートコンフィギュレーションモードで renameコマンドを
使用します。

rename filesystem:/source-file-url filesystem:/destination-file-url

構文の説明 ファイルシステムのエイリアス。USBメモリスティックの場合は、
usbflash0:を使用します。

filesystem:

元のパス（ディレクトリ）およびファイル名です。/source-file-url

新しいパス（ディレクトリ）およびファイル名です。/destination-file-url

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません。

コマンドモード ブートローダ

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOSXE 3.3SECisco IOSXE 3.3SE

使用上のガイドライン ファイル名およびディレクトリ名は、大文字と小文字を区別します。

スラッシュ（/）間に指定できるディレクトリ名は最大 127文字です。ディレクトリ名には制
御文字、スペース、削除文字、スラッシュ、引用符、セミコロン、コロンは使用できません。

指定できるファイル名は最大127文字です。ファイル名には制御文字、スペース、削除文字、
スラッシュ、引用符、セミコロン、コロンは使用できません。

例 次の例では、ファイル config.textの名前を config1.textに変更します。

Device: rename usbflash0:config.text usbflash0:config1.text

ファイルの名前が変更されたかどうかを確認するには、dir filesystem:ブートローダコ
マンドを入力します。
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request platform software console attach switch
メンバスイッチでセッションを開始するには、特権 EXECモードで request platform software
console attach switchコマンドを使用します。

スタッキングスイッチ（Catalyst 3650/3850/9200/9300スイッチ）では、このコマンドはスタン
バイコンソールでセッションを開始する場合にのみ使用できます。Catalyst 9500スイッチで
は、このコマンドは Stackwise Virtualセットアップでのみサポートされます。メンバースイッ
チでセッションを開始することはできません。デフォルトでは、すべてのコンソールはすでに

アクティブであるため、アクティブなコンソールでセッションを開始する要求はエラーになり

ます。

（注）

request platform software console attach switch { switch-number | active | standby } { 0/0 | R0 }

構文の説明 スイッチ番号を指定します。指定できる範囲は 1～ 9です。switch-number

アクティブスイッチを指定します。

この引数は、Catalyst 9500スイッチではサポートされていません。（注）

active

スタンバイスイッチを指定します。standby

SPA-Inter-Processorスロットが 0で、ベイが 0であることを指定します。

このオプションをスタッキングスイッチとともに使用しないでくだ

さい。それはエラーになります。

（注）

0/0

ルートプロセッサスロットが 0であることを指定します。R0

コマンドデフォルト デフォルトでは、スタック内のすべてのスイッチはアクティブです。

コマンドモード 特権 EXEC（#）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Denali
16.1.1

使用上のガイドライン スタンバイスイッチでセッションを開始するには、最初に設定で有効にする必要があります。

例 次に、スタンバイスイッチとのセッションを行う例を示します。

Device# configure terminal
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Enter configuration commands, one per line. End with CNTL/Z.
Device(config)# redundancy
Device(config-red)# main-cpu
Device(config-r-mc)# standby console enable
Device(config-r-mc)# end
Device# request platform software console attach switch standby R0
#
# Connecting to the IOS console on the route-processor in slot 0.
# Enter Control-C to exit.
#
Device-stby> enable
Device-stby#
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request platform software package clean
不要なメディアファイルを削除するには、特権 EXECモードで request platform software
package cleanコマンドを使用します。

request platform software package clean [{file URL | pattern URL | switch
switch-ID {file URL | pattern URL}}]

構文の説明 （任意）ファイルの

URLを指定します。
URLには、ファイルシ
ステム、ディレクトリ、

およびファイル名を含め

ます。

file URL

（任意）内容を消去する

1つ以上のパスに一致す
るパターンを指定しま

す。

pattern URL

（任意）プロビジョニン

グするスイッチを指定し

ます。

switch switch-ID

コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

コマンドモード 特権 EXEC（#）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Denali 16.1.1

使用上のガイドライン

例

次に、使用していないメディアファイルをデバイスから消去する例を示します。

Device# request platform software package clean

This operation may take several minutes...
Running command on switch 1
Cleaning up unnecessary package files
No path specified, will use booted path consolidated:packages.conf
Cleaning sw/isos
Scanning boot directory for packages ... done.
Preparing packages list to delete ...
cat3k_caa-guestshell.BLD_V168_THROTTLE_LATEST_20180925_154546_V16_8_1_191_2.SSA.pkg
File is in use, will not delete.

cat3k_caa-rpbase.BLD_V168_THROTTLE_LATEST_20180925_154546_V16_8_1_191_2.SSA.pkg
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File is in use, will not delete.
cat3k_caa-rpcore.BLD_V168_THROTTLE_LATEST_20180925_154546_V16_8_1_191_2.SSA.pkg
File is in use, will not delete.

cat3k_caa-srdriver.BLD_V168_THROTTLE_LATEST_20180925_154546_V16_8_1_191_2.SSA.pkg
File is in use, will not delete.

cat3k_caa-webui.BLD_V168_THROTTLE_LATEST_20180925_154546_V16_8_1_191_2.SSA.pkg
File is in use, will not delete.

packages.conf
File is in use, will not delete.

done.

SUCCESS: No extra package or provisioning files found on media. Nothing to clean.

関連コマンド 説明コマンド

統合パッケージまたはサブパッケージをアップグ

レードします。

request platform software package install
file

以前のソフトウェアアップグレードをロールバッ

クします。

request platform software package install
rollback
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request platform software package copy
Cisco IOS XEイメージファイルをコピーするには、特権 EXECモードで request platform
software package copyコマンドを使用します。

request platform software package copy switch switch-ID file file-URL to file-URL

構文の説明 プロビジョニングするスイッチを指定します。switch
switch-ID

統合パッケージまたはサブパッケージの URL。file file-URL

ファイルをコピーする展開先URLを指定します。to

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません。

コマンドモード 特権 EXEC（#）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Denali 16.1.1

使用上のガイドライン

例

次に、イメージファイルを展開先ディレクトリにコピーする例を示します。

Device# request platform software package copy switch all file
tftp://10.10.11.250/cat3k_caa-universalk9.16.08.05.SPA.bin to
ftp:cat3k_caa-universalk9.16.08.05.SPA.bin

説明コマンド

統合パッケージまたはサブパッケージをアップグ

レードします。

request platform software package install
file

以前のソフトウェアアップグレードをロールバッ

クします。

request platform software package install
rollback
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request platform software package describe file
個々のモジュールまたは Cisco IOS-XEイメージファイルに関する説明情報を収集するには、
特権 EXECモードまたは診断モードで request platform software package describe fileコマンド
を使用します。

request platform software package describe file URL [detail] [verbose]

構文の説明 ファイルの URLを指定します。URLには、ファイルシステム、ディレクトリ、お
よびファイル名を含めます。

URL

（任意）詳細出力を指定します。detail

（任意）詳細情報を表示します。ファイルに関するすべての情報がコンソールに表

示されます。

verbose

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません。

コマンドモード 特権 EXEC（#）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Denali 16.1.1

使用上のガイドライン このコマンドは、個々のモジュールおよび Cisco IOS-XEイメージファイルの情報を収集する
ためにのみ使用できます。このコマンドを使用して他のファイルの情報を収集しても出力は生

成されますが、役に立つ情報は出力されません。

このコマンドの出力は、次の目的に使用できます。

• Cisco IOS-XEイメージに含まれる個々のモジュールファイルを確認する。

•ファイルがブート可能かどうかを確認する。

•ファイルをリロードまたは起動する必要があるコンテキストを確認する。

•ファイルが破損していないかどうかを確認する。

•ファイルとヘッダーのサイズ、ビルド日付、およびその他の一般的な情報を確認する。

例 次の例では、このコマンドを入力して、bootflash:ファイルシステムにある個々の SIP
ベースモジュールファイルに関する情報を収集しています。

Device# request platform software package describe file
bootflash:cat3k_caa-universalk9_universalk9.16.09.02.SPA.bin

Package: cat3k_caa-universalk9_universalk9.16.09.02.SPA.bin
Size: 36954316

システム管理コマンド

54

システム管理コマンド

request platform software package describe file



Timestamp: 2018-11-07 15:36:27 UTC
Canonical path: /bootflash/cat3k_caa-universalk9_universalk9.16.09.02.SPA.bin

Raw disk-file SHA1sum:
3ee37cdbe276316968866b16df7d8a5733a1502e

Computed SHA1sum:
f2db80416a1245a5b1abf2988088860b38ce7898

Contained SHA1sum:
f2db80416a1245a5b1abf2988088860b38ce7898

Hashes match. Package is valid.

Header size: 204 bytes
Package type: 10000
Package flags: 0
Header version: 0

Internal package information:
Name: cc
BuildTime: 2018-11-07_05.24
ReleaseDate: Wed 07-Nov-18 01:00
RouteProcessor: rp1
Platform: Cat3XXX
User: mcpre
PackageName: ipbasek9
Build: cat3k_caa-universalk9_universalk9.16.09.02.SPA.bin

Package is bootable on SIP when specified
by packages provisioning file.

次の例では、このコマンドを使用して、bootflash:ファイルシステムにあるCisco IOS-XE
イメージに関する情報を収集しています。

Device# request platform software package describe file
bootflash:cat3k_caa-universalk9_universalk9.16.09.02.SPA.bin

Package: cat3k_caa-universalk9_universalk9.16.09.02.SPA.bin
Size: 218783948
Timestamp: 2018-11-07 17:14:09 UTC
Canonical path: /bootflash/cat3k_caa-universalk9_universalk9.16.09.02.SPA.bin

Raw disk-file SHA1sum:
d2999fc7e27e01344903a42ffacd62c156eba4cc

Computed SHA1sum:
5f8cda8518d01d8282d80ecd34f7715783f4a813

Contained SHA1sum:
5f8cda8518d01d8282d80ecd34f7715783f4a813

Hashes match. Package is valid.

Header size: 204 bytes
Package type: 30000
Package flags: 0
Header version: 0

Internal package information:
Name: rp_super
BuildTime: 2018-11-07_05.24
ReleaseDate: Wed 07-Nov-18 01:00
RouteProcessor: rp1
Platform: Cat3XXX
User: mcpre
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PackageName: ipbasek9
Build: cat3k_caa-universalk9_universalk9.16.09.02

Package is bootable from media and tftp.
Package contents:

Package: cat3k_caa-universalk9_universalk9.16.09.02.SPA.bin
Size: 52072652
Timestamp: 2018-11-07 13:33:13 UTC

Raw disk-file SHA1sum:
f1aad6d687256aa327a4efa84deab949fbed12b8

Computed SHA1sum:
15502fd1b8f9ffd4af4014ad4d8026c837929fe6

Contained SHA1sum:
15502fd1b8f9ffd4af4014ad4d8026c837929fe6

Hashes match. Package is valid.

Header size: 204 bytes
Package type: 20000
Package flags: 0
Header version: 0

Internal package information:
Name: fp
BuildTime: 2018-11-07_05.24
ReleaseDate: Wed 07-Nov-18 01:00
RouteProcessor: rp1
Platform: Cat3XXX
User: mcpre
PackageName: ipbasek9
Build: cat3k_caa-universalk9_universalk9.16.09.02.SPA.bin

Package is bootable on ESP when specified
by packages provisioning file.

Package: cat3k_caa-universalk9_universalk9.16.09.02.SPA.bin
Size: 21844172
Timestamp: 2018-11-07 13:33:01 UTC

Raw disk-file SHA1sum:
025e6159dd91cef9d254ca9fff2602d8ce065939

Computed SHA1sum:
ea1b358324ba5815b9ea623b453a98800eae1c78

Contained SHA1sum:
ea1b358324ba5815b9ea623b453a98800eae1c78

Hashes match. Package is valid.

Header size: 204 bytes
Package type: 30004
Package flags: 0
Header version: 0

Internal package information:
Name: ipbasek9
BuildTime: 2018-11-07_05.24
ReleaseDate: Wed 07-Nov-07 01:00
RouteProcessor: rp1
Platform: Cat3XXXX
User: mcpre
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PackageName: ipbasek9
Build: 16.9.20180925:160127

Package is not bootable.

Package: cat3k_caa-universalk9.16.09.02.SPA.bin
Size: 21520588
Timestamp: 2007-12-04 13:33:06 UTC

Raw disk-file SHA1sum:
432dfa61736d8a51baefbb2d70199d712618dcd2

Computed SHA1sum:
83c0335a3adcea574bff237a6c8640a110a045d4

Contained SHA1sum:
83c0335a3adcea574bff237a6c8640a110a045d4

Hashes match. Package is valid.

Header size: 204 bytes
Package type: 30001
Package flags: 0
Header version: 0

Internal package information:
Name: rp_base
BuildTime: 2007-12-04_05.24
ReleaseDate: Tue 04-Dec-07 01:00
RouteProcessor: rp1
Platform: Cat3XXX
User: mcpre
PackageName: ipbasek9
Build: v_16.9.20180925:160127

Package is bootable on RP when specified
by packages provisioning file.

Package: cat3k_caa-universalk9_universalk9.16.09.02.SPA.bin
Size: 24965324
Timestamp: 2018-11-07 13:33:08 UTC

Raw disk-file SHA1sum:
eb964b33d4959c21b605d0989e7151cd73488a8f

Computed SHA1sum:
19b58886f97c79f885ab76c1695d1a6f4348674e

Contained SHA1sum:
19b58886f97c79f885ab76c1695d1a6f4348674e

Hashes match. Package is valid.

Header size: 204 bytes
Package type: 30002
Package flags: 0
Header version: 0

Internal package information:
Name: rp_daemons
BuildTime: 2018-11-07_05.24
ReleaseDate: Wed 07-Nov-07 01:00
RouteProcessor: rp1
Platform: Cat3XXX
User: mcpre
PackageName: ipbasek9
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Build: v_16.9.20180925:160127

Package is not bootable.

Package: cat3k_caa-universalk9.16.09.02.SPA.bin
Size: 48515276
Timestamp: 2007-12-04 13:33:13 UTC

Raw disk-file SHA1sum:
bc13462d6a4af7a817a7346a44a0ef7270e3a81b

Computed SHA1sum:
f1235d703cc422e53bce850c032ff3363b587d70

Contained SHA1sum:
f1235d703cc422e53bce850c032ff3363b587d70

Hashes match. Package is valid.

Header size: 204 bytes
Package type: 30003
Package flags: 0
Header version: 0

Internal package information:
Name: rp_iosd
BuildTime: 2007-12-04_05.24
ReleaseDate: Tue 04-Dec-07 01:00
RouteProcessor: rp1
Platform: Cat3XXX
User: mcpre
PackageName: ipbasek9
Build: v_16.9.20180925:160127

Package is not bootable.

Package: cat3k_caa-universalk9.16.09.02.SPA.bin
Size: 36954316
Timestamp: 2007-12-04 13:33:11 UTC

Raw disk-file SHA1sum:
3ee37cdbe276316968866b16df7d8a5733a1502e

Computed SHA1sum:
f2db80416a1245a5b1abf2988088860b38ce7898

Contained SHA1sum:
f2db80416a1245a5b1abf2988088860b38ce7898

Hashes match. Package is valid.

Header size: 204 bytes
Package type: 10000
Package flags: 0
Header version: 0

Internal package information:
Name: cc
BuildTime: 2007-12-04_05.24
ReleaseDate: Tue 04-Dec-07 01:00
RouteProcessor: rp1
Platform: Cat3XXX
User: mcpre
PackageName: ipbasek9
Build: v_16.9.20180925:160127
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Package is bootable on SIP when specified
by packages provisioning file.

Package: cat3k_caa-universalk9.16.09.02.SPA.bin
Size: 19933388
Timestamp: 2007-12-04 13:33:06 UTC

Raw disk-file SHA1sum:
44b6d15cba31fb0e9b27464665ee8a24b92adfd2

Computed SHA1sum:
b1d5faf093b183e196c7c8e1023fe1f7aafdd36d

Contained SHA1sum:
b1d5faf093b183e196c7c8e1023fe1f7aafdd36d

Hashes match. Package is valid.

Header size: 204 bytes
Package type: 10001
Package flags: 0
Header version: 0

Internal package information:
Name: cc_spa
BuildTime: 2007-12-04_05.24
ReleaseDate: Tue 04-Dec-07 01:00
RouteProcessor: rp1
Platform: Cat3XXX
User: mcpre
PackageName: ipbasek9
Build: v_16.9.20180925:160127

Package is not bootable.

関連コマンド 説明コマンド

個々のパッケージまたはスーパーパッケージファイ

ルをアップグレードします。

request platform software package install
file

システム管理コマンド

59

システム管理コマンド

request platform software package describe file



request platform software package expand
Cisco IOS-XEイメージから個々のモジュールを展開するには、特権 EXECモードで request
platform software package expand コマンドを使用します。

request platform software package expand {file source-url | switch switch-ID file source-URL}[
to destination-URL] [auto-copy ] [force] [overwrite] [retain-source-file] [verbose] [wipe]

構文の説明 内容を展開する Cisco IOS-XEファイルの URLを指定します。source-URL

スイッチ IDを指定します。switch switch-ID

（任意）Cisco IOS-XEファイルから展開したファイルを操作の完了後に格
納する展開先 URLを指定します。

このオプションが入力されていない場合、Cisco IOS-XEイメージファイル
が現在格納されているディレクトリと同じディレクトリにCisco IOS-XEイ
メージファイルの内容が展開されます。

to destination-URL

（任意）プロビジョニングディレクトリにパッケージをコピーします。auto-copy

（任意）強制的に操作を実行し、警告メッセージに関係なくアップグレー

ドを続行するように指定します。

force

（任意）同一でないパッケージと未使用のプロビジョニングファイルを上

書きします。

over-write

（任意）展開後にソースファイルを保持します。retain-to-source

（任意）詳細情報を表示します。プロセス中にコンソールに表示できるす

べての出力が表示されます。

verbose

（任意）ファイルを展開してスナップショットディレクトリに格納する前

に、展開先スナップショットディレクトリの内容をすべて消去します。

wipe

コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

コマンドモード 特権 EXEC（#）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Denali 16.1.1

使用上のガイドライン このコマンドで実行されるのは、Cisco IOS-XEイメージからの個々のモジュールファイルとプ
ロビジョニングファイルの展開だけです。これらのプロビジョニングファイルや個々のモジュー

ルをルータの起動と実行に使用するには、追加の設定が必要です。
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このコマンドを使用すると、Cisco IOS-XEイメージ内の各モジュールとプロビジョニングファ
イルがコピーされ、それらのコピーが展開先ディレクトリに格納されます。操作の完了後に

Cisco IOS-XEイメージファイルが変更されることはありません。

toオプションが入力されていない場合、Cisco IOS-XEイメージが現在格納されているディレク
トリと同じディレクトリに Cisco IOS-XEイメージの内容が展開されます。

このコマンドを使用して個々のモジュールファイルを展開する際、ディレクトリにすでに個々

のモジュールファイルが格納されていると、展開先デバイスにディレクトリが自動的に作成さ

れてファイルが展開されます。

例 次に、個々のモジュールおよびプロビジョニングファイルがすでに格納されているディ

レクトリを展開先に指定して、Cisco IOS-XEイメージから個々のモジュールおよびプ
ロビジョニングファイルを展開する例を示します。

ファイルが展開されたことを確認できるように、展開前と展開後のディレクトリの出

力を示してあります。

Device# dir bootflash:

Directory of bootflash:/
11 drwx 16384 Dec 4 2018 11:26:07 +00:00 lost+found

14401 drwx 4096 Dec 4 2018 11:27:41 +00:00 .installer
12 -rw- 218783948 Dec 4 2018 12:12:16 +00:00 cat3k_caa-universalk9.16.09.02.SPA.bin

Device# request platform software package expand file
bootflash:cat3k_caa-universalk9.16.09.02.SPA.bin

Verifying parameters
Validating package type
Copying package files

Device# dir bootflash:

Directory of bootflash:/
11 drwx 16384 Dec 4 2018 11:26:07 +00:00 lost+found

14401 drwx 4096 Dec 4 2018 11:27:41 +00:00 .installer
12 -rw- 218783948 Dec 4 2018 12:12:16 +00:00

cat3k_caa-universalk9.16.09.02.SPA.bin
28802 -rw- 7145 Dec 4 2018 12:14:22 +00:00 packages.conf
928833536 bytes total (483700736 bytes free)

関連コマンド 説明コマンド

個々のモジュールまたは Cisco IOS-XEファイルを
アップグレードします。

request platform software package install
file
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request platform software package install auto-upgrade
互換性のないすべてのスイッチでソフトウェアの自動アップグレードを開始するには、特権

EXECモードで request platform software package install auto-upgradeコマンドを使用します。

request platform software package install auto-upgrade

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません。

コマンドモード 特権 EXEC（#）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Denali 16.1.1

例 次に、ソフトウェアを自動的にアップグレードする例を示します。

Device# request platform software package install auto-upgrade

関連コマンド 説明コマンド

統合パッケージまたはサブパッケージをアップグ

レードします。

request platform software package install
file

以前のソフトウェアアップグレードをロールバッ

クします。

request platform software package install
rollback
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request platform software package install commit
ロールバックタイマーをキャンセルしてソフトウェアアップグレードをコミットするには、特

権 EXECモードで request platform software package install commit コマンドを使用します。

request platform software package install switch switch-IDcommit [verbose]

構文の説明 スイッチ IDを指定します。switch
switch-ID

（任意）詳細情報を表示します。プロセス中にコンソールに表示できるすべ

ての情報が表示されます。

verbose

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません。

コマンドモード 特権 EXEC（#）

変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Denali 16.1.1

使用上のガイドライン このコマンドは、 request platform software package install switch switch-ID file auto-rollbackコ
マンドを使用して個別のサブパッケージまたは統合パッケージのアップグレードを開始した後

に入力します。auto-rollback minutesオプションが使用されている場合、 request platform
software package install switch switch-ID commitコマンドを入力してアップグレードをコミット
しないと、minutesで指定した時間が経過した時点でアップグレードをキャンセルするロール
バックタイマーによってアップグレードがキャンセルされます。

ロールバックタイマーが切れると、アップグレードは完了せず、デバイスでは以前のサブパッ

ケージまたは統合パッケージが引き続き実行されます。

例 次に、アップグレードをコミットする例を示します。

Device# request platform software package install switch all commit

関連コマンド 説明コマンド

統合パッケージまたはサブパッケージをアップグ

レードします。

request platform software package install
file

以前のソフトウェアアップグレードをロールバッ

クします。

request platform software package install
rollback
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request platform software package install file
統合パッケージまたは個々のサブパッケージをアップグレードするには、特権EXECモードで
request platform software package install fileコマンドを使用します。

request platform software package install switch switch-ID file file-URL [auto-rollback
minutes] [interface-module-delay seconds] [provisioning-file provisioning-file-URL] [slot
slot-number] [bay bay-number] [auto-copy] [force] [ignore-compact-check] [mdr] [new]
[on-reboot] [retain-source-file] [verbose]

構文の説明 プロビジョニングするスイッチを指定します。switch switch-ID

統合パッケージまたはサブパッケージの URL。file-URL

（任意）ロールバックタイマーの設定を指定し、ロールバックタ

イマーが切れるまでの時間（分）を設定します。

auto-rollback minutes

（任意）インターフェイスモジュールの再起動タイムアウト遅延

を指定します。

interface-module-delay
seconds

（任意）プロビジョニングファイルの URLを指定します。プロ
ビジョニングファイルは、個々のサブパッケージを使用してデバ

イスを起動する場合にのみ使用されます。

provisioning-file
provisioning-file-URL

（任意）共有ポートアダプタインターフェイスプロセッサ

（SIP）を取り付けることができるデバイスのスロット番号を指
定します。

slot slot-number

（任意）SIP内の共有ポートアダプタ（SPA）ベイ番号を指定し
ます。

bay bay-number

（任意）パッケージをプロビジョニングディレクトリに自動的

にコピーするように指定します。

auto-copy

（任意）強制的に操作を実行し、警告メッセージに関係なくアッ

プグレードを続行するように指定します。

force

（任意）互換性チェックを無視するように指定します。ignore-compact-check

（任意）MinimalDisruptiveRestartを使用するように指定します。mdr

（任意）新しいパッケージプロビジョニングファイルを作成し

ます。

new

（任意）RPの次回の再起動時までインストールを完了しないよ
うに指定します。

on-reboot

（任意）インストール後にソースファイルを保持します。retain-source-file
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（任意）詳細情報を表示します。プロセス中にコンソールに表示

できるすべての出力が表示されます。

verbose

コマンドデフォルト request platform software package install fileコマンドを入力しないと、デバイスで統合パッケー
ジまたはサブパッケージのアップグレードは開始されません。

コマンドモード 特権 EXEC（#）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Denali 16.1.1

使用上のガイドライン このコマンドは、統合パッケージおよび個別のサブパッケージをアップグレードする場合に使

用します。

auto-rollbackminutesオプションが使用されている場合、アップグレードを完了するには、ロー
ルバックタイマーが切れる前に request platform software package install switch switch-ID commit
コマンドを入力する必要があります。このコマンドが入力されていない場合、デバイスは以前

のソフトウェアバージョンにロールバックします。ロールバックタイマーは minutesで指定さ
れた時間が経過すると切れます。auto-rollbackminutesオプションが使用されていない場合は、
アップグレードが自動的に行われます。

次の例では、request platform software package installコマンドを使用して統合パッケー
ジをアップグレードしています。また、すべてのプロンプトを無視して（すでに同じ

統合パッケージがインストールされている場合など）強制的にアップグレードを実行

する forceオプションを使用しています。

Device# request platform software package install rp 0 file
bootflash:cat3k_caa-universalk9.16.03.05.SPA.bin force

--- Starting installation state synchronization ---
Finished installation state synchronization
--- Starting file path checking ---
Finished file path checking
--- Starting image file verification ---
Checking image file names
Verifying image file locations
Locating image files and validating name syntax
Inspecting image file types
Processing image file constraints
Extracting super package content
Verifying parameters
Validating package type
Copying package files
Checking and verifying packages contained in super package
Creating candidate provisioning file

WARNING:
WARNING: Candidate software will be installed upon reboot
WARNING:

Finished image file verification
--- Starting candidate package set construction ---
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Verifying existing software set
Processing candidate provisioning file
Constructing working set for candidate package set
Constructing working set for running package set
Checking command output
Constructing merge of running and candidate packages
Finished candidate package set construction
--- Starting compatibility testing ---
Determining whether candidate package set is compatible
WARNING:
WARNING: Candidate software combination not found in compatibility database
WARNING:
Determining whether installation is valid
Determining whether installation is valid ... skipped
Checking IPC compatibility with running software
Checking IPC compatibility with running software ... skipped
Checking candidate package set infrastructure compatibility
Checking infrastructure compatibility with running software
Checking infrastructure compatibility with running software ... skipped
Finished compatibility testing
--- Starting commit of software changes ---
Updating provisioning rollback files
Creating pending provisioning file
Committing provisioning file
Finished commit of software changes
SUCCESS: Software provisioned. New software will load on reboot.

Device# reload

この手順を終了するにはリロードを実行する必要があります。（注）

関連コマンド 説明コマンド

ロールバックタイマーをキャンセルし、ソフトウェ

アアップグレードをコミットします。

request platform software package install
commit

以前のソフトウェアアップグレードをロールバック

します。

request platform software package install
rollback

統合パッケージから抽出されたすべてのファイルを

格納するスナップショットディレクトリを作成しま

す。

request platform software package install
snapshot
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request platform software package install rollback
以前のソフトウェアアップグレードをロールバックするには、特権 EXECモードで request
platform software package install rollbackコマンドを使用します。

request platform software package install switch switch-ID rollback [{as-booted |
provisioning-file provisioning-file-URL}] [auto-copy] [force] [ignore-compact-check] [new]
[on-reboot] [retain-source-file] [verbose]

構文の説明 プロビジョニングするスイッチを指定します。switch switch-ID

（任意）ソフトウェアアップデートは実行せず、前回の再起動時

と同じ手順を使用してデバイスを起動するように指定します。

as-booted

（任意）ソフトウェアアップデートは実行せず、指定したプロビ

ジョニングファイルを使用してデバイスを起動するように指定し

ます。

provisioning-file
provisioning-file-URL

（任意）パッケージをプロビジョニングディレクトリに自動的に

コピーするように指定します。

auto-copy

（任意）強制的に操作を実行し、警告メッセージに関係なくアッ

プグレードを続行するように指定します。

force

（任意）互換性チェックを無視するように指定します。ignore-compact-check

（任意）新しいパッケージプロビジョニングファイルを作成しま

す。

new

（任意）次回の再起動時までインストールを完了しないように指

定します。

on-reboot

（任意）インストール後にソースファイルを保持します。retain-source-file

（任意）詳細情報を表示します。プロセス中にコンソールに表示

できるすべての出力が表示されます。

verbose

コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

コマンドモード 特権 EXEC（#）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Everest 16.1.1
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使用上のガイドライン このコマンドは、ロールバックタイマーがアクティブになっている設定をロールバックしま

す。アクティブなロールバックタイマーは、request platform software package install fileコマ
ンドを使用したソフトウェアのアップグレード時に auto-rollbackオプションが入力されてい
る場合に使用されます。

例 次の例では、ロールバックタイマーを使用したアップグレードが以前の設定にロール

バックされます。

Device# request platform software package install switch all rollback

関連コマンド 説明コマンド

ロールバックタイマーをキャンセルし、ソフトウェ

アアップグレードをコミットします。

request platform software package install
commit

統合パッケージまたは個々のサブパッケージをアッ

プグレードします。

request platform software package install
file

システム管理コマンド

68

システム管理コマンド

request platform software package install rollback



request platform software package install snapshot
統合パッケージから展開したすべてのファイルを格納するスナップショットディレクトリを作

成するには、特権 EXECモードで request platform software package install snapshotコマンド
を使用します。

request platform software package install switch switch-ID snapshot to URL [as
snapshot-provisioning-filename] [force] [verbose] [wipe]

構文の説明 プロビジョニングするスイッチを指定します。switch switch-ID

ディレクトリを作成し、統合パッケージのすべてのファイルを

そのディレクトリに展開します。ディレクトリの名前は、URL_FS
の一部としてコマンドラインで指定します。

URL_FSがファイルシステムとして指定されている場合、統合
パッケージ内のファイルはファイルシステム上のディレクトリ

ではなくファイルシステム上に展開されます。

snapshot to URL

（任意）スナップショットディレクトリ内のプロビジョニング

ファイルの名前を変更します。

このオプションを使用しない場合は、統合パッケージ内のプロ

ビジョニングファイルの既存のプロビジョニングファイル名が

使用されます。

as
snapshot-provisioning-filename

（任意）ファイルを展開してスナップショットディレクトリに

格納する前に、展開先スナップショットディレクトリの内容を

すべて消去します。

wipe

（任意）強制的に操作を実行し、警告メッセージに関係なくアッ

プグレードを続行するように指定します。

force

（任意）詳細情報を表示します。プロビジョニングプロセス中

にすべての出力がコンソールに表示されます。

verbose

コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

コマンドモード 特権 EXEC（#）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Everest 16.1.1

使用上のガイドライン このコマンドは、展開先デバイスにディレクトリを作成し、そのディレクトリに統合パッケー

ジ内の個々のサブパッケージを展開するために使用します。
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これ以外に統合パッケージから個々のサブパッケージを展開するために使用できるコマンドは

request platform software package expandコマンドだけです。

例 次の例では、snapdir1_snapという名前のスナップショットディレクトリが bootflash:
ファイルシステムに作成され、そのスナップショットディレクトリに統合パッケージ

の個々のサブパッケージファイルが展開されます。

例の 2番目の部分では、最初に、スナップショットディレクトリ内のファイルを使用
して再起動するようにルータを設定しています（以前のすべての boot systemコマンド
を削除し、コンフィギュレーションレジスタを設定してから、展開したプロビジョニ

ングファイルを使用してブートするために boot systemコマンドを入力）。その後、新
しい設定を保存してから、展開したプロビジョニングファイルを使用して起動するた

めにデバイスを再起動しています。これにより、展開した個々のサブパッケージファ

イルを使用してルータを実行できます。

Device# request platform software package install switch all snapshot to
bootflash:snapdir1_snap

--- Starting active image file snapshot --- Validating snapshot parameters Creating
destination directory
Copying files to destination media

Copied provisioning file as packages.conf
Moving files into final location Finished active image file snapshot
Device(config)# no boot system
Device(config)# config-register 0x1
Device(config)# boot system harddisk:snapdir1_snap/packages.conf
Device(config)# exit
*May 11 01:31:04.815: %SYS-5-CONFIG_I: Configured from console by con
Device# write memory

Building configuration...
[OK]

Device# reload

関連コマンド 説明コマンド

統合パッケージまたは個々のサブパッケージをアッ

プグレードします。

request platform software package install
file
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request platform software package verify
In-Service Software Upgrade（ISSU）ソフトウェアパッケージの互換性を確認するには、特権
EXECモードで requestplatform software package verifyコマンドを使用します。

request platform software package verify switch switch-ID file file-URL [bay bay-number]
[slot slot-number] [auto-copy] [force] [mdr]

構文の説明 プロビジョニングするスイッチを指定します。switch switch-ID

統合パッケージまたはサブパッケージの URL。file-URL

（任意）SIP内の共有ポートアダプタ（SPA）ベイ番号を指定します。bay bay-number

（任意）共有ポートアダプタインターフェイスプロセッサ（SIP）を取り
付けることができるデバイスのスロット番号を指定します。

slot slot-number

（任意）パッケージをプロビジョニングディレクトリに自動的にコピーす

るように指定します。

auto-copy

（任意）強制的に操作を実行し、警告メッセージに関係なくアップグレー

ドを続行するように指定します。

force

（任意）Minimal Disruptive Restartを使用するように指定します。mdr

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません。

コマンドモード 特権 EXEC（#）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Denali 16.1.1

例

次に、Cisco IOS XEイメージを確認する例を示します。
Device# request platform software package verify switch all file
bootflash:cat3k_caa-universalk9.16.03.05.SPA.bin

関連コマンド 説明コマンド

ロールバックタイマーをキャンセルし、ソフトウェ

アアップグレードをコミットします。

request platform software package install
commit

以前のソフトウェアアップグレードをロールバック

します。

request platform software package install
rollback
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説明コマンド

統合パッケージから展開したすべてのファイルを格

納するスナップショットディレクトリを作成します。

request platform software package install
snapshot
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request platform software package uninstall
ソフトウェアパッケージをアンインストールするには、特権 EXECモードで request platform
software package uninstallコマンドを使用します。

request platform software package uninstall switch switch-ID file file-URL [bay bay-number]
[slot slot-number] [auto-copy] [force] [mdr]

構文の説明 プロビジョニングするスイッチを指定します。switch switch-ID

統合パッケージまたはサブパッケージの URL。file-URL

（任意）SIP内の共有ポートアダプタ（SPA）ベイ番号を指定します。bay bay-number

（任意）共有ポートアダプタインターフェイスプロセッサ（SIP）を取り
付けることができるデバイスのスロット番号を指定します。

slot slot-number

（任意）パッケージをプロビジョニングディレクトリに自動的にコピーす

るように指定します。

auto-copy

（任意）強制的に操作を実行し、警告メッセージに関係なくアップグレー

ドを続行するように指定します。

force

（任意）Minimal Disruptive Restartを使用するように指定します。mdr

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません。

コマンドモード 特権 EXEC（#）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Denali 16.1.1

例

次に、ソフトウェアパッケージをアンインストールする例を示します。

Device# request platform software package uninstall

関連コマンド 説明コマンド

ロールバックタイマーをキャンセルし、ソフトウェ

アアップグレードをコミットします。

request platform software package install
commit

以前のソフトウェアアップグレードをロールバック

します。

request platform software package install
rollback
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説明コマンド

統合パッケージから展開したすべてのファイルを格

納するスナップショットディレクトリを作成します。

request platform software package install
snapshot
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reset
システムでハードリセットを実行するには、ブートローダモードで resetコマンドを実行しま
す。ハードリセットを行うと、deviceの電源切断後に電源を投入する手順と同様に、プロセッ
サ、レジスタ、およびメモリの内容が消去されます。

reset

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません。

コマンドモード ブートローダ

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOSXE 3.3SECisco IOSXE 3.3SE

例 次の例では、システムをリセットする方法を示します。

Device: reset
Are you sure you want to reset the system (y/n)? y
System resetting...
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rmdir
指定されたファイルシステムから1つ以上の空のディレクトリを削除するには、ブートローダ
モードで rmdirコマンドを使用します。

rmdir filesystem:/directory-url...

構文の説明 ファイルシステムのエイリアス。USBメモリスティックの場合は、usbflash0:
を使用します。

filesystem:

削除する空のディレクトリのパス（ディレクトリ）および名前です。ディレク

トリ名はスペースで区切ります。

/directory-url...

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません。

コマンドモード ブートローダ

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOSXE 3.3SECisco IOSXE 3.3SE

使用上のガイドライン スラッシュ（/）間に指定できるディレクトリ名は最大 45文字で、大文字と小文字の区別があ
ります。ディレクトリ名には制御文字、スペース、削除文字、スラッシュ、引用符、セミコロ

ン、およびコロンは使用できません。

ディレクトリを削除する前に、まずディレクトリ内のファイルをすべて削除する必要がありま

す。

deviceは、各ディレクトリを削除する前に、確認を求めるプロンプトを出します。

例

次の例では、ディレクトリを 1つ削除する方法を示します。

Device: rmdir usbflash0:Test

ディレクトリが削除されたかどうかを確認するには、dir filesystem:ブートローダコマ
ンドを入力します。
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sdm prefer
スイッチで使用する SDMテンプレートを指定するには、グローバルコンフィギュレーション
モードで sdm preferコマンドを使用します。

sdm prefer
{advanced}

構文の説明 NetFlowなどの高度な機能をサポートします。advanced

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません。

コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOSXE 3.3SECisco IOSXE 3.3SE

使用上のガイドライン deviceスタックでは、すべてのスタックメンバが、アクティブな deviceに保存された同一の
SDMテンプレートを使用する必要があります。

新規 deviceがスタックに追加されると、アクティブ deviceに保存された SDMコンフィギュ
レーションは、個々の deviceに設定されているテンプレートを上書きします。

例

次に、高度なテンプレートを設定する例を示します。

Device(config)# sdm prefer advanced
Device(config)# exit
Device# reload
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set
環境変数を設定または表示するには、ブートローダモードで setコマンドを使用します。環境
変数は、ブートローダまたはdeviceで稼働している他のソフトウェアを制御するために使用で
きます。

set variable value

構文の説明 variableおよび valueの適切な値には、次のいずれかのキーワードを使用します。

MANUAL_BOOT：deviceの起動を自動で行うか手動で行うかどうかを決定しま
す。

有効な値は 1/Yesと 0/Noです。0または Noに設定されている場合、ブートロー
ダはシステムを自動的に起動します。他の値に設定されている場合は、ブート

ローダモードから手動で deviceを起動する必要があります。

変数 値

BOOT filesystem:/file-url：自動起動時にロードおよび実行される実行可能ファイル
のセミコロン区切りリストを識別します。

BOOT環境変数が設定されていない場合、システムは、フラッシュファイルシ
ステム全体に再帰的な縦型検索を行って、最初に検出された実行可能イメージを

ロードして実行を試みます。BOOT変数が設定されていても、指定されたイメー
ジをロードできなかった場合、システムはフラッシュファイルシステムで最初

に検出した起動可能なファイルを起動しようとします。

ENABLE_BREAK：ユーザがコンソールのBreakキーを押すと自動起動プロセス
を中断できるようになります。

有効な値は 1、Yes、On、0、No、および Offです。1、Yes、または Onに設定さ
れている場合は、フラッシュファイルシステムの初期化後にコンソール上でBreak
キーを押すことで、自動起動プロセスを中断できます。

HELPER filesystem:/file-url：ブートローダの初期化中に動的にロードされるロー
ド可能ファイルのセミコロン区切りリストを識別します。ヘルパーファイルは、

ブートローダの機能を拡張したり、パッチを当てたりします。

PS1 prompt：ブートローダモードの場合に、コマンドラインプロンプトとして
使用する文字列を指定します。

CONFIG_FILE flash: /file-url：Cisco IOSがシステム設定の不揮発性コピーの読み
書きに使用するファイル名を指定します。
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BAUD rate：コンソールのボーレートに使用するビット数/秒（b/s）を指定しま
す。コンフィギュレーションファイルに別の設定が指定されていない限り、Cisco
IOSソフトウェアはブートローダからボーレート設定を継承し、この値を引き続
き使用します。指定できる範囲は 0～ 128000 b/sです。有効値は、50、75、110、
150、300、600、1200、1800、2000、2400、3600、4800、7200、9600、14400、
19200、28800、38400、56000、57600、115200、および 128000です。

最も一般的な値は、300、1200、2400、9600、19200、57600、および 115200で
す。

SWITCH_NUMBER stack-member-number：スタックメンバのメンバ番号を変更
します。

SWITCH_PRIORITY priority-number：スタックメンバのプライオリティ値を変
更します。

コマンドデフォルト 環境変数のデフォルト値は、次のとおりです。

MANUAL_BOOT: No (0)

BOOT：ヌルストリング

ENABLE_BREAK：No（Offまたは 0）（コンソール上で Breakキーを押して自動起動プロセ
スを中断することはできません）。

HELPER:デフォルト値はありません（ヘルパーファイルは自動的にロードされません）。

PS1 device：

CONFIG_FILE: config.text

BAUD：9600 b/s

SWITCH_NUMBER: 1

SWITCH_PRIORITY: 1

値が設定された環境変数は、各ファイルのフラッシュファイルシステムに保管されます。ファ

イルの各行には、環境変数名と等号に続いて、その変数の値が指定されます。

このファイルに表示されていない変数には値がありません。表示されていればヌルストリング

であっても値があります。ヌルストリング（たとえば “ ”）が設定されている変数は、値が設
定された変数です。

多くの環境変数は事前に定義されており、デフォルト値が設定されています。

（注）

コマンドモード ブートローダ

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOSXE 3.3SECisco IOSXE 3.3SE
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使用上のガイドライン 環境変数は大文字と小文字の区別があり、指定どおりに入力する必要があります。

値を持つ環境変数は、フラッシュファイルシステムの外にあるフラッシュメモリに保管され

ます。

通常の環境では、環境変数の設定を変更する必要はありません。

MANUAL_BOOT環境変数は、boot manualグローバルコンフィギュレーションコマンドを使
用して設定することもできます。

BOOT環境変数は、boot system filesystem:/file-urlグローバルコンフィギュレーションコマン
ドを使用して設定することもできます。

ENABLE_BREAK環境変数は、boot enable-breakグローバルコンフィギュレーションコマン
ドを使用して設定することもできます。

HELPER環境変数は、boot helper filesystem: / file-urlグローバルコンフィギュレーションコマ
ンドを使用して設定することもできます。

CONFIG_FILE環境変数は、boot config-file flash: /file-urlグローバルコンフィギュレーション
コマンドを使用して設定することもできます。

SWITCH_NUMBER環境変数は、switch current-stack-member-number renumber
new-stack-member-numberグローバルコンフィギュレーションコマンドを使用して設定するこ
ともできます。

SWITCH_PRIORITY環境変数は、device stack-member-number priority priority-numberグローバ
ルコンフィギュレーションコマンドを使用して設定することもできます。

ブートローダのプロンプトストリング（PS1）には、等号（=）を除く、出力可能な文字列を
120文字まで指定できます。

例

次に、SWITCH_PRIORITY環境変数を設定する例を示します。

Device: set SWITCH_PRIORITY 2

設定を確認するには、setブートローダコマンドを使用します。
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show avc client
上位アプリケーションの数に関する情報を表示するには、特権 EXECモードで show avc client
コマンドを使用します。

show avc client client-mac top n application [aggregate | upstream | downstream]

構文の説明 クライアントのMACアドレスを指定します。client client-mac

特定のクライアントの上位「N」個のアプリケーションの数を指定します。top n application

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません。

コマンドモード 特権 EXEC

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOSXE 3.3SE

次に、show avc clientコマンドの出力例を示します。
Device# sh avc client 0040.96ae.65ec top 10 application aggregate

Cumulative Stats:

No. AppName Packet-Count Byte-Count AvgPkt-Size usage%
---------------------------------------------------------------------------
1 skinny 7343 449860 61 94
2 unknown 99 13631 137 3
3 dhcp 18 8752 486 2
4 http 18 3264 181 1
5 tftp 9 534 59 0
6 dns 2 224 112 0

Last Interval(90 seconds) Stats:

No. AppName Packet-Count Byte-Count AvgPkt-Size usage%
----------------------------------------------------------------------------
1 skinny 9 540 60 100
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show cable-diagnostics tdr
タイムドメイン反射率計（TDR）の結果を表示するには、特権 EXECモードで show
cable-diagnostics tdr コマンドを使用します。

show cable-diagnostics tdr interface interface-id

構文の説明 TDRが実行されているインターフェイスを指定します。interface-id

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません。

コマンドモード 特権 EXEC

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOSXE 3.3SECisco IOSXE 3.3SE

使用上のガイドライン TDRは、銅線のイーサネット 10/100/100ポートだけでサポートされます。10ギガビットイー
サネットポート、および Small Form-Factor Pluggable（SFP）モジュールポートではサポート
されません。

例

次に、deviceに対する show cable-diagnostics tdr interface interface-idコマンドの出力
例を示します。

Device# show cable-diagnostics tdr interface gigabitethernet1/0/23
TDR test last run on: March 01 00:04:08
Interface Speed Local pair Pair length Remote pair Pair status
--------- ----- ---------- ------------------ ----------- --------------------
Gi1/0/23 1000M Pair A 1 +/- 1 meters Pair A Normal

Pair B 1 +/- 1 meters Pair B Normal
Pair C 1 +/- 1 meters Pair C Normal
Pair D 1 +/- 1 meters Pair D Normal

表 2 : show cable-diagnostics tdrコマンドで出力されるフィールドの説明

説明フィール

ド

TDRが実行されているインターフェイス。Interface

接続速度。Speed

ローカルインターフェイスで TDRがテストを実行するワイヤペア名。Local pair
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説明フィール

ド

deviceに関するケーブルの問題の場所。次のいずれかの場合に限り、TDRは場所
を特定できます。

•ケーブルが正しく接続され、リンクがアップ状態で、インターフェイス速度
が 1000 Mb/sである場合

•ケーブルが断線している場合
•ケーブルがショートしている場合

Pair length

ローカルペアが接続されたワイヤペア名。ケーブルが正しく接続されリンクが

アップ状態である場合だけ、TDRはリモートペアについて確認します。
Remote
pair

TDRが実行されているワイヤペアのステータス

• Normal：ワイヤペアが正しく接続されています。
• Not completed：テストは実行中で、完了していません。
• Not supported：インターフェイスは TDRをサポートしません。
• Open：ワイヤペアが断線しています。
• Shorted：ワイヤペアがショートしています。
• ImpedanceMis：インピーダンスが一致しません。
• Short/ImpedanceMismatched：インピーダンスが一致しないかケーブルがショー
トしています。

• InProgress：診断テストが進行中です。

Pair status

次の例では、TDRが実行されているときの show interface interface-idコマンドの出力
を示します。

Device# show interface gigabitethernet1/0/2
gigabitethernet1/0/2 is up, line protocol is up (connected: TDR in Progress)

次の例では、TDRが実行されていないときの show cable-diagnostics tdr interface
interface-id コマンドの出力を示します。

Device# show cable-diagnostics tdr interface gigabitethernet1/0/2
% TDR test was never issued on gigabitethernet1/0/2

インターフェイスでTDRがサポートされない場合、次のメッセージが表示されます。

% TDR test is not supported on device 1
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show debug
スイッチで使用できるすべての debugコマンドを表示するには、特権 EXECモードで show
debugコマンドを使用します。

show debug

show debug condition Condition identifier | All conditions

構文の説明 使用される条件識別子の値を設定します。範囲は、1～1000です。Condition identifier

使用可能なすべての条件付きデバッグオプションを表示します。All conditions

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません。

コマンドモード 特権 EXEC

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOSXEリリース 16.1

使用上のガイドライン デバッグ出力は CPUプロセスで高プライオリティが割り当てられているため、デバッグ出力
を行うとシステムが使用できなくなることがあります。したがって、debugコマンドを使用す
るのは、特定の問題のトラブルシューティング時、またはシスコのテクニカルサポート担当者

とともにトラブルシューティングを行う場合に限定してください。さらに、debugコマンドは、
ネットワークトラフィックが少なく、ユーザも少ないときに使用するのが最良です。このよう

な時間帯を選んでデバッグを実行すると、debugコマンドの処理の負担によってシステム利用
が影響を受ける可能性が少なくなります。

例 次に、show debugコマンドの出力例を示します。

Device# show debug condition all

デバッグを無効にするには、no debug allコマンドを使用します。
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show env
スイッチ（スタンドアロンスイッチ、スタックマスター、またはスタックメンバ）のファン、

温度、および電源情報を表示するには、EXECモードで show envコマンドを使用します。

show env { all | fan | power [all | switch [switch-number]] | stack [stack-number ] |
temperature [status] }

構文の説明 ファン、温度、および電源環境のステータスを表示

します。

all

スイッチのファンの状態を表示します。fan

電源装置のステータスを表示します。power

（任意）すべての電源装置のステータスを表示しま

す。

all

（任意）特定のスイッチの電源装置のステータスを

表示します。

switch switch-number

（任意）スタックの各スイッチまたは指定されたス

イッチのすべての環境ステータスを表示します。指

定できる範囲は、スタック内のスイッチメンバ番号

に従って 1～ 9です。

stack switch-number

スイッチの温度ステータスを表示します。temperature

（任意）温度ステータスとしきい値を表示します。status

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません。

コマンドモード ユーザ EXEC

特権 EXEC

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOSXE 3.3SECisco IOSXE 3.3SE

使用上のガイドライン 任意のメンバスイッチからスタック内のスイッチに関する情報を表示するには、showenvstack
[switch-number]コマンドを使用します。

スイッチの温度ステータスとしきい値レベルを表示するには、show env temperature statusコ
マンドを使用します。
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例 次の例では、マスタースイッチからスタックメンバ 1に関する情報を表示する方法を
示します。

Device> show env stack 1
Device 1:
Device Fan 1 is OK
Device Fan 2 is OK
Device Fan 3 is OK
FAN-PS1 is OK
FAN-PS2 is NOT PRESENT
Device 1: SYSTEM TEMPERATURE is OK
Temperature Value: 32 Degree Celsius
Temperature State: GREEN
Yellow Threshold : 41 Degree Celsius
Red Threshold : 56 Degree Celsius

Device>

次に、温度値、状態、およびしきい値を表示する例を示します。

Device> show env temperature status
Temperature Value: 32 Degree Celsius
Temperature State: GREEN
Yellow Threshold : 41 Degree Celsius
Red Threshold : 56 Degree Celsius

Device>

表 3 : show env temperature statusコマンド出力のステート

説明状態

スイッチの温度が正常な動作範囲にあります。グリー

ン

温度が警告範囲にあります。スイッチの外の周辺温度を確認する必要があります。イエ

ロー

温度がクリティカル範囲にあります。温度がこの範囲にある場合、スイッチが正常

に実行されない可能性があります。

レッド
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show env xps
Cisco eXpandable Power System（XPS）2200のバジェット配分、設定、電力、およびシステム
電源情報を表示するには、特権 EXECモードで show env xpsコマンドを使用します。

show env xps { budgeting | configuration | port [ all | number ] | power | system
| thermal | upgrade | version }

構文の説明 XPS電力バジェットの配分（電源スタックに含ま
れるすべてのスイッチに対する電力の割り当て量

とバジェット量）を表示します。

budgeting

power xps特権EXECコマンドを実行した結果の設
定を表示します。XPS設定は XPSに保存されま
す。show env xps configurationコマンドを入力する
と、デフォルト以外の設定が取得されます。

configuration

すべてのポートまたは指定のXPSポートの設定と
ステータスを表示します。ポート番号は、1～ 9
です。

port [all | number ]

XPS電源装置のステータスを表示します。power

XPSシステムステータスを表示します。system

XPS温度ステータスを表示します。thermal

XPSアップグレードステータスを表示します。upgrade

XPSバージョンの詳細を表示します。version

コマンドモード 特権 EXEC

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.2(55)SE1

使用上のガイドライン XPS 2200の情報を表示するには、show env xps 特権 EXECコマンドを使用します。

例 次に、show env xps budgetingコマンドの出力例を示します。
Switch#
=======

XPS 0101.0100.0000 :
=========================================================
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Data Current Power Power Port Switch # PS A PS B Role-State
Committed
Budget
---- -------- ---- ---- ---------- --------- ------ 1 - - 715 SP-PS

223
1543

2 - - - SP-PS 223 223
3 - - - - - -
4 - - - - - -
5 - - - - - -
6 - - - - - -
7 - - - - - -
8 - - - - - -
9 1 1100 - RPS-NB 223 070
XPS - - 1100 - -

次に、show env xps configurationコマンドの出力例を示します。
Switch# show env xps configuration
=============================================
XPS 0101.0100.0000 :
=============================================
power xps port 4 priority 5
power xps port 5 mode disable
power xps port 5 priority 6
power xps port 6 priority 7
power xps port 7 priority 8
power xps port 8 priority 9
power xps port 9 priority 4

次に、show env xps port allコマンドの出力例を示します。
Switch#
XPS 010

-----------------------------------------
Port name : -
Connected : Yes
Mode : Enabled (On)
Priority : 1
Data stack switch # : - Configured role : Auto-SP
Run mode : SP-PS : Stack Power Power-Sharing Mode
Cable faults : 0x0 XPS 0101.0100.0000 Port 2
-----------------------------------------
Port name : -
Connected : Yes
Mode : Enabled (On)
Priority : 2
Data stack switch # : - Configured role : Auto-SP
Run mode : SP-PS : Stack Power Power-Sharing Mode
Cable faults : 0x0 XPS 0101.0100.0000 Port 3
-----------------------------------------
Port name : -
Connected : No
Mode : Enabled (On)
Priority : 3
Data stack switch # : - Configured role : Auto-SP Run mode : -
Cable faults
<output truncated>

次に、show env xps powerコマンドの出力例を示します。
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=============================================================================
XPS 0101.0100.0000 :
=============================================================================
Port-Supply SW PID Serial# Status Mode Watts
----------- -- ------------------ ----------- -------------- ---- -----
XPS-A Not present
XPS-B NG3K-PWR-1100WAC LIT13320NTV OK SP 1100
1-A - - - -
1-B - - - - SP 715
2-A - - - -
2-B - - - -
9-A 100WAC LIT141307RK OK RPS 1100
9-B esent

次に、show env xps systemコマンドの出力例を示します。
Switch#
=======

XPS 0101.0100.0000 :
============================================================================
XPS Cfg Cfg RPS Switch Current Data Port XPS Port Name

Mode Role Pri Conn Role-State Switch #
---- -------------------- ---- ------- --- ------ ---------- --------
1 - On Auto-SP 1 Yes SP-PS -
2 - On Auto-SP 2 Yes SP-PS -
3 - On Auto-SP 3 No - -
4 none On Auto-SP 5 No - -
5 - Off Auto-SP 6 No - -
6 - On Auto-SP 7 No - -
7 - On Auto-SP 8 No - -
8 - On Auto-SP 9 No -
9 test On Auto-SP 4 Yes RPS-NB

次に、show env xps thermalコマンドの出力例を示します。
Switch#
=======

XPS 0101.0100.0000 :
=============================================
Fan Status
---- -----------
1 OK
2 OK
3 NOT PRESENT PS-1 NOT PRESENT PS-2 OK Temperature is OK

次に、アップグレードが実行されていない場合の show env xps upgradeコマンドの出力
例を示します。

Switch# show env xps upgrade
No XPS is connected and upgrading.

次に、アップグレードが進行中の場合の show env xps upgradeコマンドの出力例を示し
ます。

Switch# show env xps upgrade
XPS Upgrade Xfer

SW Status Prog
-- ----------- ----

システム管理コマンド

89

システム管理コマンド

show env xps



1 Waiting 0%
Switch#
*Mar 22 03:12:46.723: %PLATFORM_XPS-6-UPGRADE_START: XPS 0022.bdd7.9b14 upgrade has
started through the Service Port.
Switch# show env xps upgrade
XPS Upgrade Xfer
SW Status Prog
-- ----------- ----
1 Receiving 1%
Switch# show env xps upgrade
XPS Upgrade Xfer
SW Status Prog
-- ----------- ----
1 Receiving 5%
Switch# show env xps upgrade
XPS Upgrade Xfer
SW Status Prog
-- ----------- ----
1 Reloading 100%
Switch#
*Mar 22 03:16:01.733: %PLATFORM_XPS-6-UPGRADE_DONE: XPS 0022.bdd7.9b14 upgrade has
completed and the XPS is reloading.

次に、show env xps versionコマンドの出力例を示します。
Switch# show env xps version
=============================================
XPS 0022.bdd7.9b14:
=============================================
Serial Number: FDO13490KUT
Hardware Version: 8
Bootloader Version: 7
Software Version: 18

表 4 :関連コマンド

Descriptionコマンド

XPSとXPSポートの名前を設定します。power xps（グローバルコンフィギュレーションコ
マンド）

XPSポートとシステムを設定します。power xps（特権 EXECコマンド）
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show flow monitor
フローモニタのステータスと統計情報を表示するには、特権EXECモードで show flowmonitor
コマンドを使用します。

構文の説明 （任意）フローモニタの名前を指定します。name

（任意）事前に設定されたフローモニタの名前。monitor-name

（任意）フローモニタのキャッシュの内容を表示します。cache

（任意）ディスプレイ出力のフォーマットオプションのいずれかを使用する

ことを指定します。

format

（任意）フローモニタのキャッシュの内容をカンマ区切り値（CSV）形式で表
示します。

csv

（任意）フローモニタのキャッシュの内容をレコード形式で表示します。record

（任意）フローモニタのキャッシュの内容を表形式で表示します。table

（任意）フローモニタの統計情報を表示します。statistics

コマンドモード 特権 EXEC

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOSXE 3.3SE

使用上のガイドライン cacheキーワードでは、デフォルトでレコード形式が使用されます。

show flowmonitor monitor-name cacheコマンドのディスプレイ出力に含まれる大文字のフィー
ルド名は、フローの識別に が使用するキーフィールドです。show flow monitor monitor-name
cacheコマンドのディスプレイ出力に含まれる小文字のフィールド名は、がキャッシュの追加
データとして値を収集する非キーフィールドです。

例 次の例では、フローモニタのステータスを表示します。

Device# show flow monitor FLOW-MONITOR-1

Flow Monitor FLOW-MONITOR-1:
Description: Used for basic traffic analysis
Flow Record: flow-record-1
Flow Exporter: flow-exporter-1

flow-exporter-2
Cache:
Type: normal
Status: allocated
Size: 4096 entries / 311316 bytes
Inactive Timeout: 15 secs
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Active Timeout: 1800 secs

次の表で、この出力に表示される重要なフィールドを説明します。

表 5 : show flow monitor monitor-nameフィールドの説明

説明フィールド

設定したフローモニタの名前。Flow Monitor

モニタに設定した説明、またはユーザ定義のデフォルトの説明。Description

フローモニタに割り当てられたフローレコード。Flow Record

フローモニタに割り当てられたエクスポータ。Flow Exporter

フローモニタのキャッシュに関する情報。Cache

フローモニタのキャッシュタイプ。この値は常に normalとなります。これ
が唯一サポートされているキャッシュタイプです。

Type

フローモニタのキャッシュのステータス。

次の値が可能です。

• allocated：キャッシュが割り当てられています。

• being deleted：キャッシュが削除されています。

• not allocated：キャッシュが割り当てられていません。

Status

現在のキャッシュサイズ。Size

非アクティブタイムアウトの現在の値（秒単位）。Inactive
Timeout

アクティブタイムアウトの現在の値（秒単位）。Active Timeout

次の例では、FLOW-MONITOR-1という名前のフローモニタのステータス、統計情
報、およびデータを表示します。

次の表で、この出力に表示される重要なフィールドを説明します。

次の例では、FLOW-MONITOR-1という名前のフローモニタのステータス、統計情
報、およびデータを表形式で表示します。

次の例では、FLOW-MONITOR-IPv6という名前のフローモニタ（キャッシュに IPv6
データを格納）のステータス、統計情報、およびデータをレコード形式で表示します。

次の例では、フローモニタのステータスと統計情報を表示します。
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show install
インストールパッケージに関する情報を表示するには、特権 EXECモードで show install コマ
ンドを使用します。

show install {active | committed | inactive | log | package {bootflash: | flash: | webui:} | rollback
| summary | uncommitted}

構文の説明 アクティブなパッケージに関する情報を表

示します。

active

永続的なパッケージのアクティベーション

を表示します。

committed

非アクティブなパッケージを表示します。inactive

ログインストレーションバッファに格納さ

れているエントリを表示します。

log

説明、再起動情報、パッケージ内のコンポー

ネントなど、パッケージに関するメタデー

タ情報を表示します。

package

インストールパッケージのロケーションを

指定します。

{bootflash: | flash: | harddisk: |webui:}

保存されているインストレーションに関連

付けられたソフトウェアセットを表示しま

す。

rollback

アクティブ、非アクティブ、コミット済み、

廃止されたパッケージのリストに関する情

報を表示します。

summary

非永続的なパッケージのアクティベーショ

ンを表示します。

uncommitted

コマンドモード 特権 EXEC（#）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Everest 16.6.1

使用上のガイドライン インストールパッケージのステータスを表示するには、showコマンドを使用します。
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例

次に、show install package コマンドの出力例を示します。
Device# show install package bootflash:cat3k-universalk9.2017-01-10_13.15.1.
CSCxxx.SSA.dmp.bin
Name: cat3k-universalk9.2017-01-10_13.15.1.CSCxxx.SS
Version: 16.6.1.0.199.1484082952..Everest
Platform: Catalyst3k
Package Type: dmp
Defect ID: CSCxxx
Package State: Added
Supersedes List: {}
Smu ID: 1

次に、show install summary コマンドの出力例を示します。
Device# show install summary

Active Packages:
bootflash:cat3k-universalk9.2017-01-10_13.15.1.CSCxxx.SSA.dmp.bin

Inactive Packages:
No packages

Committed Packages:
bootflash:cat3k-universalk9.2017-01-10_13.15.1.CSCxxx.SSA.dmp.bin

Uncommitted Packages:
No packages

Device#

下の表に、ディスプレイ内に表示される重要なフィールドのリストを示します。

表 6 : show install summaryフィールドの説明

説明フィールド

アクティブなインストールパッケージの名前。Active Packages

非アクティブなパッケージのリスト。Inactive Packages

変更がリロード以降も存続するように、ハードディスクに変更

を保存またはコミットしたインストールパッケージ。

Committed Packages

非永続的なインストールパッケージのアクティベーション。Uncommitted Packages

次に、show install log コマンドの出力例を示します。

Device# show install log

[0|install_op_boot]: START Fri Feb 24 19:20:19 Universal 2017
[0|install_op_boot]: END SUCCESS Fri Feb 24 19:20:23 Universal 2017
[3|install_add]: START Sun Feb 26 05:55:31 UTC 2017
[3|install_add( FATAL)]: File path (scp) is not yet supported for this command
[4|install_add]: START Sun Feb 26 05:57:04 UTC 2017
[4|install_add]: END SUCCESS
/bootflash/cat3k-universalk9.2017-01-10_13.15.1.CSCvb12345.SSA.dmp.bin
Sun Feb 26 05:57:22 UTC 2017
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[5|install_activate]: START Sun Feb 26 05:58:41 UTC 2017

関連コマンド 説明コマンド

SMUパッケージをインストールします。install
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show license all
権限付与情報を表示するには、特権 EXECモードで show license allコマンドを使用します。

show license all

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドデフォルト 特権 EXEC（#）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Fuji 16.9.1

使用上のガイドライン このコマンドでは、スマートライセンスが有効になっているかどうか、関連付けられているす

べてのライセンス証明書、コンプライアンスステータスなども表示されます。

例

次に、show license allコマンドの出力例を示します。
Device# show license all
Smart Licensing Status
======================

Smart Licensing is ENABLED

Registration:
Status: REGISTERED
Smart Account: BU Production Test
Virtual Account: DLC-VA1
Export-Controlled Functionality: Allowed
Initial Registration: SUCCEEDED on Jul 09 10:08:19 2018 UTC
Last Renewal Attempt: None
Next Renewal Attempt: Jan 05 10:08:19 2019 UTC
Registration Expires: Jul 09 10:02:35 2019 UTC

License Authorization:
Status: AUTHORIZED on Jul 09 11:16:10 2018 UTC
Last Communication Attempt: SUCCEEDED on Jul 09 11:16:10 2018 UTC
Next Communication Attempt: Aug 08 11:16:09 2018 UTC
Communication Deadline: Oct 07 11:10:28 2018 UTC

License Conversion:
Automatic Conversion Enabled: False
Active: PID:WS-C3850-24P,SN:FOC1842U0FC
Status: Successful on Jul 09 11:16:06 2018 UTC
Standby: PID:WS-C3850-24P,SN:FOC1842U0CZ
Status: Successful on Jul 09 11:16:06 2018 UTC
Member: PID:WS-C3850-24P,SN:FOC1842X0FD
Status: Successful on Jul 09 11:16:06 2018 UTC

Utility:
Status: DISABLED
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Data Privacy:
Sending Hostname: yes
Callhome hostname privacy: DISABLED
Smart Licensing hostname privacy: DISABLED

Version privacy: DISABLED

Transport:
Type: Callhome

License Usage
==============

C3850-DNA-E-24 (C3850-24 DNA Essentials):
Description: C3850-DNA-E
Count: 3
Version: 1.0
Status: AUTHORIZED

C3850_24_Lanbase (C3850-24 LAN Base):
Description: C3850 24 Port Lanbase
Count: 3
Version: 1.0
Status: AUTHORIZED

Product Information
===================
UDI: PID:WS-C3850-24P,SN:FOC1842U0FC

HA UDI List:
Active:PID:WS-C3850-24P,SN:FOC1842U0FC
Standby:PID:WS-C3850-24P,SN:FOC1842U0CZ
Member:PID:WS-C3850-24P,SN:FOC1842X0FD

Agent Version
=============
Smart Agent for Licensing: 4.4.13_rel/116
Component Versions: SA:(1_3_dev)1.0.15, SI:(dev22)1.2.1, CH:(rel5)1.0.3, PK:(dev18)1.0.3

Reservation Info
================
License reservation: DISABLED

関連コマンド 説明コマンド

ライセンスのコンプライアンスステータスを

表示します。

show license status

すべてのアクティブなライセンスの要約を表

示します。

show license summary

UDIを表示します。show license udi

ライセンス使用情報を表示します。show license usage

デバッグ出力を表示します。show tech-support license
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show license status
ライセンスのコンプライアンスステータスを表示するには、特権 EXECモードで show license
statusコマンドを使用します。

show license status

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドデフォルト 特権 EXEC（#）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Fuji 16.9.1

例

次に、show license statusコマンドの出力例を示します。
Device# show license status
Smart Licensing is ENABLED

Utility:
Status: DISABLED

Data Privacy:
Sending Hostname: yes
Callhome hostname privacy: DISABLED
Smart Licensing hostname privacy: DISABLED

Version privacy: DISABLED

Transport:
Type: Callhome

Registration:
Status: REGISTERED
Smart Account: BU Production Test
Virtual Account: DLC-VA1
Export-Controlled Functionality: Allowed
Initial Registration: SUCCEEDED on Jul 09 10:08:19 2018 UTC
Last Renewal Attempt: None
Next Renewal Attempt: Jan 05 10:08:19 2019 UTC
Registration Expires: Jul 09 10:02:35 2019 UTC

License Authorization:
Status: AUTHORIZED on Jul 09 11:16:10 2018 UTC
Last Communication Attempt: SUCCEEDED on Jul 09 11:16:10 2018 UTC
Next Communication Attempt: Aug 08 11:16:09 2018 UTC
Communication Deadline: Oct 07 11:10:28 2018 UTC

License Conversion:
Automatic Conversion Enabled: False
Active: PID:WS-C3850-24P,SN:FOC1842U0FC
Status: Successful on Jul 09 11:16:06 2018 UTC
Standby: PID:WS-C3850-24P,SN:FOC1842U0CZ
Status: Successful on Jul 09 11:16:06 2018 UTC
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Member: PID:WS-C3850-24P,SN:FOC1842X0FD
Status: Successful on Jul 09 11:16:06 2018 UTC

関連コマンド 説明コマンド

権限付与情報を表示します。show license all

すべてのアクティブなライセンスの要約を表

示します。

show license summary

UDIを表示します。show license udi

ライセンス使用情報を表示します。show license usage

デバッグ出力を表示します。show tech-support license
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show license summary
すべてのアクティブなライセンスの要約を表示するには、特権 EXECモードで show license
summaryコマンドを使用します。

show license summary

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドデフォルト 特権 EXEC（#）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Fuji 16.9.1

次に、show license summaryコマンドの出力例を示します。
Device# show license summary
Smart Licensing is ENABLED

Registration:
Status: REGISTERED
Smart Account: BU Production Test
Virtual Account: DLC-VA1
Export-Controlled Functionality: Allowed
Last Renewal Attempt: None
Next Renewal Attempt: Jan 05 10:08:20 2019 UTC

License Authorization:
Status: AUTHORIZED
Last Communication Attempt: SUCCEEDED
Next Communication Attempt: Aug 08 11:16:10 2018 UTC

License Usage:
License Entitlement tag Count Status
-----------------------------------------------------------------------------
C3850-DNA-E-24 (C3850-24 DNA Essentials) 3 AUTHORIZED
C3850_24_Lanbase (C3850-24 LAN Base) 3 AUTHORIZED

関連コマンド 説明コマンド

権限付与情報を表示します。show license all

ライセンスのコンプライアンスステータスを

表示します。

show license status

UDIを表示します。show license udi

ライセンス使用情報を表示します。show license usage

デバッグ出力を表示します。show tech-support license
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show license udi
固有デバイス識別子（UDI）を表示するには、特権 EXECモードで show license udiコマンド
を使用します。

show license udi

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドデフォルト 特権 EXEC（#）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOSXE Fuji 16.9.1

例

次に、show license udiコマンドの出力例を示します。
Device# show license udi
UDI: PID:WS-C3850-24P,SN:FOC1842U0FC

HA UDI List:
Active:PID:WS-C3850-24P,SN:FOC1842U0FC
Standby:PID:WS-C3850-24P,SN:FOC1842U0CZ
Member:PID:WS-C3850-24P,SN:FOC1842X0FD

関連コマンド 説明コマンド

権限付与情報を表示します。show license all

ライセンスのコンプライアンスステータスを

表示します。

show license status

すべてのアクティブなライセンスの要約を表

示します。

show license summary

ライセンス使用情報を表示します。show license usage

デバッグ出力を表示します。show tech-support license
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show license usage
ライセンス使用情報を表示するには、特権 EXECモードで show license usageコマンドを使用
します。

show license usage

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドデフォルト 特権 EXEC（#）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Fuji 16.9.1

次に、show license usageコマンドの出力例を示します。
Device# show license usage
License Authorization:
Status: AUTHORIZED on Jul 09 11:16:10 2018 UTC

C3850-DNA-E-24 (C3850-24 DNA Essentials):
Description: C3850-DNA-E
Count: 3
Version: 1.0
Status: AUTHORIZED

C3850_24_Lanbase (C3850-24 LAN Base):
Description: C3850 24 Port Lanbase
Count: 3
Version: 1.0
Status: AUTHORIZED

関連コマンド 説明コマンド

権限付与情報を表示します。show license all

ライセンスのコンプライアンスステータスを

表示します。

show license status

すべてのアクティブなライセンスの要約を表

示します。

show license summary

UDIを表示します。show license udi

デバッグ出力を表示します。show tech-support license
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show location
ロケーション情報を表示するには、特権EXECモードで show locationコマンドを使用します。

show location {detail mac-addr | plm | statistics| summary rfid | rfid {client | config | detail
mac-addr | summary}}

構文の説明 特定のクライアントの RSSIテーブルとともに詳細なロケーション情報を表
示します。

detail mac-addr

ロケーションパス損失測定（CCX S60）の設定を表示します。plm

ロケーションベースのシステム統計情報を表示します。statistics

ロケーションベースのシステム概要情報を表示します。summary

RFIDタグトラッキング情報を表示します。rfid

クライアントである RFIDタグの概要を表示します。client

RFIDタグトラッキングの設定オプションを表示します。config

1つの RFIDタグの詳細情報を表示します。detail mac-addr

既知のすべての RFIDタグの概要情報を表示します。summary

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません。

コマンドモード 特権 EXEC

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOSXE 3.3SECisco IOSXE 3.3SE

次に、show location plmコマンドの出力例を示します。
Device# show location plm
Location Path Loss Configuration

Calbration client : Disabled, Radio: Multiband
Normal clients : Disabled
Burst interval : 60

システム管理コマンド

103

システム管理コマンド

show location



show location ap-detect
指定されたアクセスポイントで検出されたロケーション情報を表示するには、特権EXECモー
ドで show location ap-detectコマンドを使用します。

show location ap-detect {all | client | rfid | rogue-ap | rogue-client} ap-name

構文の説明 クライアント、RFID、不正アクセスポイント、不正クライアントの情報を表示
します。

all

クライアント情報を表示します。client

RFID情報を表示します。rfid

不正アクセスポイントの情報を表示します。rogue-ap

不正クライアントの情報を表示します。rogue-client

特定のアクセスポイント名。ap-name

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません。

コマンドモード 特権 EXEC

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOSXE 3.3SECisco IOSXE 3.3SE

次に、show location ap-detect clientコマンドの出力例を示します。
Device# show location ap-detect client AP02
Clients

MAC Address Status Slot Antenna RSSI
----------------------------------------------------------
2477.0389.96ac Associated 1 0 -60
2477.0389.96ac Associated 1 1 -61
2477.0389.96ac Associated 0 0 -46
2477.0389.96ac Associated 0 1 -41

RFID Tags

Rogue AP's

Rogue Clients

MAC Address State Slot Rssi
--------------------------------------------------------
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0040.96b3.bce6 Alert 1 -58
586d.8ff0.891a Alert 1 -72
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show mac address-table move update
device上のMACアドレステーブル移動更新情報を表示するには、EXECモードで show mac
address-table move updateコマンドを使用します。

show mac address-table move update

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません。

コマンドモード ユーザ EXEC

特権 EXEC

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE 3.3SECisco IOS XE 3.3SE

例

次に、show mac address-table move updateコマンドの出力例を示します。

Device# show mac address-table move update

Switch-ID : 010b.4630.1780
Dst mac-address : 0180.c200.0010
Vlans/Macs supported : 1023/8320
Default/Current settings: Rcv Off/On, Xmt Off/On
Max packets per min : Rcv 40, Xmt 60
Rcv packet count : 10
Rcv conforming packet count : 5
Rcv invalid packet count : 0
Rcv packet count this min : 0
Rcv threshold exceed count : 0
Rcv last sequence# this min : 0
Rcv last interface : Po2
Rcv last src-mac-address : 0003.fd6a.8701
Rcv last switch-ID : 0303.fd63.7600
Xmt packet count : 0
Xmt packet count this min : 0
Xmt threshold exceed count : 0
Xmt pak buf unavail cnt : 0
Xmt last interface : None
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show platform integrity
起動段階のチェックサムレコードを表示するには、特権EXECモードで showplatform integrity
コマンドを使用します。

show platform integrity [sign [nonce <nonce>]]

構文の説明 （任意）署名を表示します。sign

（任意）ナンス値を入力します。nonce

コマンドモード 特権 EXEC（#）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOSXEDenali 16.3.2

例 次に、起動段階のチェックサムレコードを表示する例を示します。

Device# show platform integrity sign

PCR0: EE47F8644C2887D9BD4DE3E468DD27EB93F4A606006A0B7006E2928C50C7C9AB
PCR8: E7B61EC32AFA43DA1FF4D77F108CA266848B32924834F5E41A9F6893A9CB7A38
Signature version: 1
Signature:
816C5A29741BBAC1961C109FFC36DA5459A44DBF211025F539AFB4868EF91834C05789
5DAFBC7474F301916B7D0D08ABE5E05E66598426A73E921024C21504383228B6787B74
8526A305B17DAD3CF8705BACFD51A2D55A333415CABC73DAFDEEFD8777AA77F482EC4B
731A09826A41FB3EFFC46DC02FBA666534DBEC7DCC0C029298DB8462A70DBA26833C2A
1472D1F08D721BA941CB94A418E43803699174572A5759445B3564D8EAEE57D64AE304
EE1D2A9C53E93E05B24A92387E261199CED8D8A0CE7134596FF8D2D6E6DA773757C70C
D3BA91C43A591268C248DF32658999276FB972153ABE823F0ACFE9F3B6F0AD1A00E257
4A4CC41C954015A59FB8FE
Platform: WS-C3650-12X48UZ
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show platform sudi certificate
特定のSUDIのチェックサムレコードを表示するには、特権EXECモードで showplatform sudi
certificateコマンドを使用します。

show platform sudi certificate [sign [nonce <nonce>]]

構文の説明 （任意）署名を表示します。sign

（任意）ナンス値を入力します。nonce

コマンドモード 特権 EXEC（#）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOSXEDenali 16.3.2

例 次に、特定の SUDIのチェックサムレコードを表示する例を示します。

Device# show platform sudi certificate

-----BEGIN CERTIFICATE----------END CERTIFICATE-----
-----BEGIN CERTIFICATE-----システム管理コマンド
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-----END CERTIFICATE-----
-----BEGIN CERTIFICATE----------END CERTIFICATE-----
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show sdm prefer
特定の機能用のシステムリソースを最大にするために使用できるテンプレートに関する情報を

表示するには、特権EXECモードで showsdmpreferコマンドを使用します。現在のテンプレー
トを表示するには、キーワードを指定せずにコマンドを使用します。

show sdm prefer [advanced]

構文の説明 （任意）高度なテンプレートに関する情報を表示します。advanced

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません。

コマンドモード 特権 EXEC

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOSXE 3.3SECisco IOSXE 3.3SE

使用上のガイドライン sdm preferグローバルコンフィギュレーションコマンドを入力後にスイッチをリロードして
いない場合、show sdm prefer特権 EXECコマンドでは、新しく設定されたテンプレートでな
く現在使用中のテンプレートが表示されます。

各テンプレートで表示される番号は、各機能のリソースにおけるおおよその最大数になりま

す。他に設定された機能の実際の数字にもよるため、実際の数字とは異なる場合があります。

たとえば、deviceに 16を超えるルーテッドインターフェイス（サブネット VLAN）がある場
合、デフォルトのテンプレートでは、可能なユニキャストMACアドレスの数は 6000未満に
なることがあります。

例

次に、show sdm preferコマンドの出力例を示します。

Device# show sdm prefer

Showing SDM Template Info

This is the Advanced template.
Number of VLANs: 4094
Unicast MAC addresses: 32768
Overflow Unicast MAC addresses: 512
IGMP and Multicast groups: 8192
Overflow IGMP and Multicast groups: 512
Directly connected routes: 32768
Indirect routes: 7680
Security Access Control Entries: 3072
QoS Access Control Entries: 3072
Policy Based Routing ACEs: 1024
Netflow ACEs: 1024
Input Microflow policer ACEs: 256
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Output Microflow policer ACEs: 256
Flow SPAN ACEs: 256
Tunnels: 256
Control Plane Entries: 512
Input Netflow flows: 8192
Output Netflow flows: 16384
SGT/DGT entries: 4096
SGT/DGT Overflow entries: 512
These numbers are typical for L2 and IPv4 features.
Some features such as IPv6, use up double the entry size;
so only half as many entries can be created.

Device#
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show tech-support license
デバッグ出力を表示するには、特権 EXECモードで show license tech support コマンドを使用
します。

show tech-support license

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドデフォルト 特権 EXEC（#）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Fuji 16.9.1

例

次に、show tech-support licenseコマンドの出力例を示します。
Device# show tech-support license
Load for five secs: 5%/0%; one minute: 7%; five minutes: 6%
No time source, 12:36:46.732 EDT Tue Jul 17 2018

------------------ show clock ------------------

Load for five secs: 5%/0%; one minute: 7%; five minutes: 6%
No time source, 12:36:46.733 EDT Tue Jul 17 2018

12:36:46.733 EDT Tue Jul 17 2018

------------------ show version ------------------

Load for five secs: 5%/0%; one minute: 7%; five minutes: 6%
No time source, 12:36:46.734 EDT Tue Jul 17 2018
Cisco IOS XE Software, Version BLD_V169_THROTTLE_LATEST_20180712_092155_2
Cisco IOS Software [Fuji], Catalyst L3 Switch Software (CAT3K_CAA-UNIVERSALK9-M),
Experimental Version 16.9.20180712:083903
[v169_throttle-/scratch/mcpre/BLD-BLD_V169_THROTTLE_LATEST_20180712_092155 143]
Copyright (c) 1986-2018 by Cisco Systems, Inc.
Compiled Thu 12-Jul-18 06:52 by mcpre

Cisco IOS-XE software, Copyright (c) 2005-2018 by cisco Systems, Inc.
All rights reserved. Certain components of Cisco IOS-XE software are
licensed under the GNU General Public License ("GPL") Version 2.0. The
software code licensed under GPL Version 2.0 is free software that comes
with ABSOLUTELY NO WARRANTY. You can redistribute and/or modify such
GPL code under the terms of GPL Version 2.0. For more details, see the
documentation or "License Notice" file accompanying the IOS-XE software,
or the applicable URL provided on the flyer accompanying the IOS-XE
software.
!
!
!
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関連コマンド 説明コマンド

権限付与情報を表示します。show license all

ライセンスのコンプライアンスステータスを

表示します。

show license status

すべてのアクティブなライセンスの要約を表

示します。

show license summary

UDIを表示します。show license udi

ライセンス使用情報を表示します。show license usage
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system env temperature threshold yellow
イエローのしきい値を決定する、イエローとレッドの温度しきい値の差を設定するには、グ

ローバルコンフィギュレーションコマンドで system env temperature threshold yellow コマン
ドを使用します。デフォルト値に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

system env temperature threshold yellow value
no system env temperature threshold yellow value

構文の説明 イエローとレッドのしきい値の差を指定します（摂氏）。指定できる範囲は 10～ 25で
す。

value

コマンドデフォルト デフォルト値は次のとおりです。

表 7 :温度しきい値のデフォルト値

レッ

ド
1

イエローとレッドの

差

Device

60 °C14 °CCatalyst
3650

1
レッドの温度しきい値を設定することはできません。

コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOSXE 3.3SECisco IOSXE 3.3SE

使用上のガイドライン グリーンとレッドのしきい値を設定することはできませんが、イエローのしきい値を設定する

ことはできます。イエローとレッドのしきい値の差を指定して、イエローのしきい値を設定す

るには、 system env temperature threshold yellow value グローバルコンフィギュレーション
コマンドを使用します。たとえば、レッドしきい値が 66 °Cの場合に、イエローしきい値を 51
°Cに設定するには、しきい値の差を 15に設定するために、 system env temperature threshold
yellow 15 コマンドを使用します。たとえば、レッドしきい値が 60 °Cの場合に、イエローし
きい値を 51 °Cに設定するには、しきい値の差を 9に設定するために、 system env temperature
threshold yellow 9 コマンドを使用します。

device内部の温度センサーでシステム内の温度を測定するため、±5°Cの差が生じる可能性があ
ります。

（注）

例 次の例では、イエローとレッドのしきい値の差を 15に設定する方法を示します。
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Device(config)# system env temperature threshold yellow 15
Device(config)#
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test cable-diagnostics tdr
インターフェイス上でタイムドメイン反射率計（TDR）機能を実行するには、特権EXECモー
ドで test cable-diagnostics tdr コマンドを使用します。

test cable-diagnostics tdr interface interface-id

構文の説明 TDRを実行するインターフェイス。interface-id

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません。

コマンドモード 特権 EXEC

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOSXE 3.3SECisco IOSXE 3.3SE

使用上のガイドライン TDRは、銅線のイーサネット 10/100/100ポートだけでサポートされます。10ギガビットイー
サネットポートまたは Small Form-Factor Pluggable（SFP）モジュールポートではサポートさ
れません。

test cable-diagnostics tdr interface interface-idコマンドを使用して TDRを実行した後、show
cable-diagnostics tdr interface interface-id特権 EXECコマンドを使用して結果を表示します。

次の例では、インターフェイス上で TDRを実行する方法を示します。

Device# test cable-diagnostics tdr interface gigabitethernet1/0/2
TDR test started on interface Gi1/0/2
A TDR test can take a few seconds to run on an interface
Use 'show cable-diagnostics tdr' to read the TDR results

インターフェイスのリンクステータスがアップ状態で速度が 10 Mb/sまたは 100 Mb/s
である場合、test cable-diagnostics tdr interface interface-idコマンドを入力すると、次
のメッセージが表示されます。

Device# test cable-diagnostics tdr interface gigabitethernet1/0/3
TDR test on Gi1/0/9 will affect link state and traffic
TDR test started on interface Gi1/0/3
A TDR test can take a few seconds to run on an interface
Use 'show cable-diagnostics tdr' to read the TDR results.
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traceroute mac
指定の送信元MACアドレスから指定の宛先MACアドレスまでをパケットが通過するレイヤ
2パスを表示するには、特権 EXECモードで traceroute macコマンドを使用します。

traceroute mac [interface interface-id] source-mac-address [interface interface-id]
destination-mac-address [vlan vlan-id] [detail]

構文の説明 （任意）送信元または宛先device上のインターフェイスを指定します。interface interface-id

送信元 deviceの 16進形式のMACアドレス。source-mac-address

宛先 deviceの 16進形式のMACアドレス。destination-mac-address

（任意）送信元 deviceから宛先 deviceまでをパケットが通過するレイ
ヤ 2のパスをトレースするVLANを指定します。指定できるVLAN ID
の範囲は 1～ 4094です。

vlan vlan-id

（任意）詳細情報を表示するよう指定します。detail

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません。

コマンドモード 特権 EXEC

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOSXE 3.3SECisco IOSXE 3.3SE

使用上のガイドライン レイヤ2のトレースルートを適切に機能させるには、CiscoDiscoveryProtocol（CDP）がネット
ワークのすべての deviceでイネーブルになっている必要があります。CDPをディセーブルに
することは避けてください。

deviceがレイヤ 2パス内でレイヤ 2トレースルートをサポートしていないデバイスを検知した
場合、deviceはレイヤ 2トレースクエリを送信し続け、タイムアウトにします。

パス内で識別可能な最大ホップ数は 10です。

レイヤ 2 tracerouteはユニキャストトラフィックだけをサポートします。マルチキャストの送
信元または宛先MACアドレスを指定しても、物理的なパスは識別されず、エラーメッセージ
が表示されます。

指定された送信元および宛先アドレスが同じVLANにある場合、traceroute macコマンド出力
はレイヤ 2パスを表示します。

異なるVLANにある送信元および宛先アドレスを指定した場合、レイヤ2パスは識別されず、
エラーメッセージが表示されます。
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送信元または宛先MACアドレスが複数の VLANに属する場合は、送信元および宛先MACア
ドレスの両方が属している VLANを指定する必要があります。

VLANを指定しないと、パスは識別されず、エラーメッセージが表示されます。

複数の装置がハブを介して 1つのポートに接続されている場合（たとえば、複数の CDPネイ
バーがポートで検出されるなど）、レイヤ 2 traceroute機能はサポートされません。

複数の CDPネイバーが 1つのポートで検出された場合、レイヤ 2パスは特定されず、エラー
メッセージが表示されます。

この機能は、トークンリング VLANではサポートされません。

例

次の例では、送信元および宛先MACアドレスを指定することで、レイヤ 2のパスを
表示する方法を示します。

Device# traceroute mac 0000.0201.0601 0000.0201.0201
Source 0000.0201.0601 found on con6[WS-C3750E-24PD] (2.2.6.6)
con6 (2.2.6.6) :Gi0/0/1 => Gi0/0/3
con5 (2.2.5.5 ) : Gi0/0/3 => Gi0/0/1
con1 (2.2.1.1 ) : Gi0/0/1 => Gi0/0/2
con2 (2.2.2.2 ) : Gi0/0/2 => Gi0/0/1
Destination 0000.0201.0201 found on con2[WS-C3550-24] (2.2.2.2)
Layer 2 trace completed

次の例では、detailキーワードを使用することで、レイヤ2のパスを表示する方法を示
します。

Device# traceroute mac 0000.0201.0601 0000.0201.0201 detail
Source 0000.0201.0601 found on con6[WS-C3750E-24PD] (2.2.6.6)
con6 / WS-C3750E-24PD / 2.2.6.6 :

Gi0/0/2 [auto, auto] => Gi0/0/3 [auto, auto]
con5 / WS-C2950G-24-EI / 2.2.5.5 :

Fa0/3 [auto, auto] => Gi0/1 [auto, auto]
con1 / WS-C3550-12G / 2.2.1.1 :

Gi0/1 [auto, auto] => Gi0/2 [auto, auto]
con2 / WS-C3550-24 / 2.2.2.2 :

Gi0/2 [auto, auto] => Fa0/1 [auto, auto]
Destination 0000.0201.0201 found on con2[WS-C3550-24] (2.2.2.2)
Layer 2 trace completed.

次の例では、送信元および宛先 deviceのインターフェイスを指定することで、レイヤ
2のパスを表示する方法を示します。

Device# traceroute mac interface fastethernet0/1 0000.0201.0601 interface fastethernet0/3
0000.0201.0201
Source 0000.0201.0601 found on con6[WS-C3750E-24PD] (2.2.6.6)
con6 (2.2.6.6) :Gi0/0/1 => Gi0/0/3
con5 (2.2.5.5 ) : Gi0/0/3 => Gi0/0/1
con1 (2.2.1.1 ) : Gi0/0/1 => Gi0/0/2
con2 (2.2.2.2 ) : Gi0/0/2 => Gi0/0/1
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Destination 0000.0201.0201 found on con2[WS-C3550-24] (2.2.2.2)
Layer 2 trace completed

次の例では、deviceが送信元 deviceに接続されていない場合のレイヤ 2のパスを示し
ます。

Device# traceroute mac 0000.0201.0501 0000.0201.0201 detail
Source not directly connected, tracing source .....
Source 0000.0201.0501 found on con5[WS-C3750E-24TD] (2.2.5.5)
con5 / WS-C3750E-24TD / 2.2.5.5 :

Gi0/0/1 [auto, auto] => Gi0/0/3 [auto, auto]
con1 / WS-C3550-12G / 2.2.1.1 :

Gi0/1 [auto, auto] => Gi0/2 [auto, auto]
con2 / WS-C3550-24 / 2.2.2.2 :

Gi0/2 [auto, auto] => Fa0/1 [auto, auto]
Destination 0000.0201.0201 found on con2[WS-C3550-24] (2.2.2.2)
Layer 2 trace completed.

次の例では、deviceが送信元MACアドレスの宛先ポートを検出できない場合のレイヤ
2のパスを示します。

Device# traceroute mac 0000.0011.1111 0000.0201.0201
Error:Source Mac address not found.
Layer2 trace aborted.

次の例では、送信元および宛先デバイスが異なる VLANにある場合のレイヤ 2のパス
を示します。

Device# traceroute mac 0000.0201.0601 0000.0301.0201
Error:Source and destination macs are on different vlans.
Layer2 trace aborted.

次の例では、宛先MACアドレスがマルチキャストアドレスの場合のレイヤ 2のパス
を示します。

Device# traceroute mac 0000.0201.0601 0100.0201.0201
Invalid destination mac address

次の例では、送信元および宛先 deviceが複数のVLANにある場合のレイヤ 2のパスを
示します。

Device# traceroute mac 0000.0201.0601 0000.0201.0201
Error:Mac found on multiple vlans.
Layer2 trace aborted.
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traceroute mac ip
指定の送信元 IPアドレスまたはホスト名から、指定の宛先 IPアドレスまたはホスト名を通過
するパケットのレイヤ 2パスを表示するには、特権 EXECモードで traceroute mac ipコマンド
を使用します。

traceroute mac ip {source-ip-address source-hostname} {destination-ip-address destination-hostname}
[detail]

構文の説明 32ビットの値（ドット付き 10進表記）で指定された送信元 deviceの IP
アドレス。

source-ip-address

送信元 deviceの IPホスト名。source-hostname

32ビットの値（ドット付き 10進表記）で指定された宛先 deviceの IPア
ドレス。

destination-ip-address

宛先 deviceの IPホスト名。destination-hostname

（任意）詳細情報を表示するよう指定します。detail

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません。

コマンドモード 特権 EXEC

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOSXE 3.3SECisco IOSXE 3.3SE

使用上のガイドライン レイヤ2のトレースルートを適切に機能させるには、CiscoDiscoveryProtocol（CDP）がネット
ワークの各 deviceでイネーブルになっている必要があります。CDPをディセーブルにするこ
とは避けてください。

deviceがレイヤ 2パス内でレイヤ 2トレースルートをサポートしていないデバイスを検知した
場合、deviceはレイヤ 2トレースクエリを送信し続け、タイムアウトにします。

パス内で識別可能な最大ホップ数は 10です。

指定された送信元および宛先の IPアドレスが同一のサブネット内にある場合、traceroute mac
ipコマンド出力はレイヤ 2パスを表示します。

IPアドレスを指定した場合、deviceは Address Resolution Protocol（ARP）を使用し、IPアドレ
スとそれに対応するMACアドレスおよび VLAN IDを対応させます。

•指定の IPアドレスのARPのエントリが存在している場合、deviceは関連付けられたMAC
アドレスを使用し、物理パスを識別します。
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• ARPのエントリが存在しない場合、deviceは ARPクエリを送信し、IPアドレスを解決し
ようと試みます。IPアドレスは同一のサブネットにある必要があります。IPアドレスが
解決されない場合は、パスは識別されず、エラーメッセージが表示されます。

複数の装置がハブを介して 1つのポートに接続されている場合（たとえば、複数の CDPネイ
バーがポートで検出されるなど）、レイヤ 2 traceroute機能はサポートされません。

複数の CDPネイバーが 1つのポートで検出された場合、レイヤ 2パスは特定されず、エラー
メッセージが表示されます。

この機能は、トークンリング VLANではサポートされません。

例

次の例では、 detail キーワードを使用して、送信元と宛先の IPアドレスを指定するこ
とで、レイヤ 2のパスを表示する方法を示します。

Device# traceroute mac ip 2.2.66.66 2.2.22.22 detail
Translating IP to mac .....
2.2.66.66 => 0000.0201.0601
2.2.22.22 => 0000.0201.0201

Source 0000.0201.0601 found on con6[WS-C2950G-24-EI] (2.2.6.6)
con6 / WS-C3750E-24TD / 2.2.6.6 :

Gi0/0/1 [auto, auto] => Gi0/0/3 [auto, auto]
con5 / WS-C2950G-24-EI / 2.2.5.5 :

Fa0/3 [auto, auto] => Gi0/1 [auto, auto]
con1 / WS-C3550-12G / 2.2.1.1 :

Gi0/1 [auto, auto] => Gi0/2 [auto, auto]
con2 / WS-C3550-24 / 2.2.2.2 :

Gi0/2 [auto, auto] => Fa0/1 [auto, auto]
Destination 0000.0201.0201 found on con2[WS-C3550-24] (2.2.2.2)
Layer 2 trace completed.

次の例では、送信元および宛先ホスト名を指定することで、レイヤ 2のパスを表示す
る方法を示します。

Device# traceroute mac ip con6 con2
Translating IP to mac .....
2.2.66.66 => 0000.0201.0601
2.2.22.22 => 0000.0201.0201

Source 0000.0201.0601 found on con6
con6 (2.2.6.6) :Gi0/0/1 => Gi0/0/3
con5 (2.2.5.5 ) : Gi0/0/3 => Gi0/1
con1 (2.2.1.1 ) : Gi0/0/1 => Gi0/2
con2 (2.2.2.2 ) : Gi0/0/2 => Fa0/1
Destination 0000.0201.0201 found on con2
Layer 2 trace completed

次の例では、ARPが送信元 IPアドレスと対応するMACアドレスを関連付けられない
場合の、レイヤ 2のパスを示します。
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Device# traceroute mac ip 2.2.66.66 2.2.77.77
Arp failed for destination 2.2.77.77.
Layer2 trace aborted.
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type
1つ以上のファイルの内容を表示するには、ブートローダモードで typeコマンドを使用しま
す。

type filesystem:/file-url...

構文の説明 ファイルシステムのエイリアス。システムボードフラッシュデバイスには flash:
を使用します。USBメモリスティックには usbflash0:を使用します。

filesystem:

表示するファイルのパス（ディレクトリ）および名前です。ファイル名はスペース

で区切ります。

/file-url...

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません。

コマンドモード ブートローダ

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOSXE 3.3SECisco IOSXE 3.3SE

使用上のガイドライン ファイル名およびディレクトリ名は、大文字と小文字を区別します。

ファイルのリストを指定すると、各ファイルの内容が順次表示されます。

例 次に、ファイルの内容を表示する例を示します。

Device: type flash:image_file_name
version_suffix: universal-122-xx.SEx
version_directory: image_file_name
image_system_type_id: 0x00000002
image_name: image_file_name.bin
ios_image_file_size: 8919552
total_image_file_size: 11592192
image_feature: IP|LAYER_3|PLUS|MIN_DRAM_MEG=128
image_family: family
stacking_number: 1.34
board_ids: 0x00000068 0x00000069 0x0000006a 0x0000006b
info_end:
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unset
1つ以上の環境変数をリセットするには、ブートローダモードでunsetコマンドを使用します。

unset variable...

構文の説明 variableには、次に示すキーワードのいずれかを使用します。

MANUAL_BOOT：deviceの起動を自動で行うか手動で行うかどうかを指定し
ます。

variable

BOOT：自動起動時に、実行可能ファイルのリストをリセットして、ロードお
よび実行します。BOOT環境変数が設定されていない場合、システムは、フラッ
シュファイルシステム全体に再帰的な縦型検索を行って、最初に検出された実

行可能イメージをロードして実行を試みます。BOOT変数が設定されていても、
指定されたイメージをロードできなかった場合、システムはフラッシュファイ

ルシステムで最初に検出した起動可能なファイルを起動しようとします。

ENABLE_BREAK：フラッシュファイルシステムの初期化後に、コンソール上
の Breakキーを使用して自動ブートプロセスを中断できるかどうかを指定しま
す。

HELPER：ブートローダの初期化中に動的にロードされるロード可能ファイル
のセミコロン区切りリストを識別します。ヘルパーファイルは、ブートローダ

の機能を拡張したり、パッチを当てたりします。

PS1：ブートローダモードの場合に、コマンドラインプロンプトとして使用す
る文字列を指定します。

CONFIG_FILE：Cisco IOSがシステム設定の不揮発性コピーの読み書きに使用
するファイル名をリセットします。

BAUD：コンソールで使用される速度（ビット/秒（b/s）単位）をリセットしま
す。コンフィギュレーションファイルに別の設定が指定されていない限り、

Cisco IOSソフトウェアはブートローダからボーレート設定を継承し、この値を
引き続き使用します。

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません。

コマンドモード ブートローダ

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOSXE 3.3SECisco IOSXE 3.3SE

使用上のガイドライン 通常の環境では、環境変数の設定を変更する必要はありません。
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MANUAL_BOOT環境変数は、no boot manualグローバルコンフィギュレーションコマンド
を使用してリセットすることもできます。

BOOT環境変数は、no boot systemグローバルコンフィギュレーションコマンドを使用してリ
セットすることもできます。

ENABLE_BREAK環境変数は、no boot enable-breakグローバルコンフィギュレーションコマ
ンドを使用してリセットすることもできます。

HELPER環境変数は、no boot helperグローバルコンフィギュレーションコマンドを使用して
リセットすることもできます。

CONFIG_FILE環境変数は、no boot config-fileグローバルコンフィギュレーションコマンドを
使用してリセットすることもできます。

例

次に、SWITCH_PRIORITY環境変数をリセットする例を示します。

Device: unset SWITCH_PRIORITY
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version
ブートローダのバージョンを表示するには、ブートローダモードで versionコマンドを使用し
ます。

version

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません。

コマンドモード ブートローダ

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOSXE 3.3SECisco IOSXE 3.3SE

例 次に、deviceのブートローダのバージョンを表示する例を示します。

Device: version
CAT3K_CAA Boot Loader (CAT3K_CAA-HBOOT-M) Version 1.2, RELEASE SOFTWARE (P)
Compiled Sun Jul 14 20:22:00 PDT 2013 by rel
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